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長
登
銅
山
遺
跡
出
土
の
銅
付
札
木
簡
に
関
す
る

一
試
論

は

じ

め

に

長
登
銅
山
遺
跡
は
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
に
所
在
す
る
、
古
代
か
ら
近
代
の

銅
山
採
掘
跡
で
あ
る
。　
一
九
八
九
年
か
ら
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
採
掘

・
製
錬
関
連
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
人
世
紀
か
ら

一
一
世
紀
ま

で
の
採
銅

・
製
錬
所
お
よ
び
官
行
遺
跡
が
当
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
土
器
、
鉄
製
品
、
製
錬
関
係
遺
物
な
ど

と
と
も
に
、
人
○
○
点
を
超
え
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「か
ら

み
」
な
ど
の
成
分
分
析
の
結
果
、
長
登
銅
山
で
産
出
し
製
錬
さ
れ
た
銅
が
、
東

大
寺
大
仏
造
営
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
長
登
銅

山
遺
跡
で
出
土
し
た
製
銅
関
連
木
簡
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

山
陰

・
山
陽
地
方
に
お
け
る
採
銅
の
起
源
は
古
く
、
文
武
二
年

盆
ハ
九
八
）

周
防
国
に
よ
っ
て
銅
鉱
が
献
上
さ
れ

（『続
日
本
紀
』
文
武
二
年
九
月
壬
午
条
）、

安
芸

。
長
門
二
国
か
ら
金
青

・
緑
青
を
献
上
さ
せ
る
な
ど

（
『同
』
同
年
同
月
乙

酉
条
）、
律
令
国
家
成
立
期
当
初
か
ら
銅
の
採
掘
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

火田

中

彩

子

知
ら
れ
（罷
。
長
門
国
は

『延
喜
主
計
式
』
下
に

「凡
鋳
銭
年
料
銅
鉛
者
、
備

中

・
長
門

。
豊
前
等
国
、
毎
年
採
コ
送
鋳
銭
司
ど

と
記
す
よ
う
に
銅
の
産
出
国

で
あ
る
と
と
も
に
、
鋳
銭
司
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
長
登
銅
山
で
製
錬

（３
）

し
た
銅

・
鉛
を
用
い
て
銭
の
鋳
造
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
長

門
鋳
銭
司
の
設
置
年
代
は
不
明
だ
が
、
天
平
二
年

（±
一一〇
）
「周
防
国
熊
毛
郡

（錬
）

牛
嶋
西
汀
、
吉
敷
郡
達
理
山
所
防出
銅
、
試
ヨ
加
冶
練
一。
並
堪
レ為
γ用
、
便
令

二
当
国
二採
冶
い
以
充
二長
門
鋳
銭
ど

と
、
周
防
国
内
で
産
出
し
た
銅
に
冶
錬

を
加
え
、
長
門
鋳
銭
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

（『続
日
本
紀
』
天
平
二
年
三

月
丁
西
条
）、
天
平
四
年
以
前
の
も
の
と
さ
れ
る

「播
磨
国
郡
稲
帳
」
に
判
官

・

主
典

・
民
領
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
平
年
間
初
頭
に
は
四
等
官
制
を
取

る
組
織
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

長
登
銅
山
遺
跡
で
は
建
物
の
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
墨
書
土
器

の

「大
家
」
、
木
簡
の

「大
殿
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
常
任
長
官
が
存
在
す
る

官
営
の
採
銅
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
銅
の
採
掘

・
冶
錬
は
、
天
平

二
年
の
周
防
国
の
銅
産
出
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
銅
山
が
所
在
す
る
国

の
管
理
の
も
と
行
な
わ
れ
て
い
た
。
時
代
は
下
る
が
貞
観

一
一
年

（人
エハ
九
）



二
月
に
採
銅
使
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
国
宰
が
採
進
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る

３
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
一
一
年
二
月
二
〇
日
戊
申
条
）。
人
木
充
氏
は
、
美
祢
郡

司
を
差
出
人
と
す
る
下
達
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
、
春
米
な
ど
が
常
食
用
と
し

て
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
祢
郡
家
を
経
由
し
た
、
長
門
国
府
に
よ
る

（
６
）

管
轄
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
長
登
銅
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は

一
九
九
八
年
段
階
で
計
八
二

人
点
、
こ
の
う
ち
正
式
報
告
書
お
よ
び

『木
簡
研
究
』
で
釈
読
が
示
さ
れ
て
い

（７
）

る
も
の
は

一
五
〇
点
余
で
あ
る
。
木
簡
の
記
載
内
容
は
、
食
料
支
給
に
関
す
る

も
の
、
銅
の
製
錬
に
関
す
る
も
の
、
採
銅
所
経
営
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、

文
書
様
木
簡

（符
）、
記
録
木
簡

（出
来
高
、
上
日
、
炭
の
収
納
簿
、
食
料
支
給
）、

封
絨
木
簡
、
付
札
木
簡

（銅
、
庸
米
・
春
米
）
な
ど
様
々
な
類
型
が
あ
る
。
年
紀

の
あ
る
も
の
は
十
三
点
あ
り
、
「和
□
□
年
」
（和
銅
四
年
力
）、
「神
亀
三
年
九

月
廿
九
日
」
か
ら

「天
平
五
年
」
に
わ
た
り
、
天
平
年
間
の
も
の
が
十

一
点
あ

る
。
た
だ
し
、
和
銅

・
神
亀
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
は
庸
米
木
簡
で
あ
り
、
製
銅

に
関
わ
る
木
簡
は
天
平
年
間
が
中
心
で
あ
る
。

生
産
さ
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
木
簡
、
い
わ
ゆ
る

銅
付
札
に
は

「太
政
大
殿
」
や

「節
度
使
判
官
」
な
ど
の
銅
の
送
付
先
が
記
さ

れ
て
お
り
、
古
代
の
銅
の
流
通
を
示
す
、
優
れ
た
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
長
登
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
人
木
充

・
佐
藤
信
両
氏
が
、
銅
山
経
営
、

東
大
寺
大
仏
造
営
と
の
関
わ
り
か
ら
、
そ
の
送
付
先
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
銅
の
製
錬
、
二
人
の
管
理
に
つ
い
て
記
し
た
横
材
木
簡
な
ど
、
古
代
採

銅
施
設
に
お
け
る
生
産

・
管
理
状
況
を
極
め
て
よ
く
伝
え
る
木
簡
群
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
木
簡
そ
の
も
の
の
機
能
に
つ
い
て
の
考
察
は
不
充
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
の
使
用
法
を
明
確
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
簡
に
記
さ
れ

た
宛
先
や
採
銅
所
経
営
を
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。よ

っ
て
本
稿
で
は
、
長
登
銅
山
遺
跡
で
出
土
し
た
製
銅
関
連
木
簡

（本
稿
で

は
使
宜
的
に

「長
登
木
簡
」
と
呼
称
す
る
）
を
中
心
に
、
古
代
官
営
施
設
で
使
用

さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
に
着
目
し
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。一　

製
銅
関
連
木
簡

の
形
状
と
用
法

１
　
長
登
製
銅
関
連
木
簡
研
究
の
課
題

長
登
銅
山
の
製
銅
関
連
木
簡
は
、
大
き
く
付
札
木
簡
と
記
録
木
簡
の
二
つ
に

分
類
で
き
、
銅
の
生
産
状
況
を
管
理

・
記
録
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
般
に

（付
札
〉
木
簡
は
、
付
札
と
荷
札
に
分
け
ら
れ
、
ど
ち
ら
も
物
品
に

何
ら
か
の
情
報
を
付
加
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
（肥
。
こ
れ
ま
で
平
城
京

な
ど
で
出
土
し
た
荷
札
木
街
は
、
生
産
地
で
は
な
く
、
送
付
先

（消
費
地
）
で

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
荷
を
納
入
先
に
送
付
す
る
際
に
、
そ
の
物
品

名
な
ら
び
に
進
上
者
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
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ら
に
、
進
上
先
で
保
管

・
分
類
す
る
た
め
に
改
め
て
整
理
用
の
付
札
が
作
成
さ

（
１１
）

れ
、
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
長
登
出
土
の
銅
付
札
は
、

木
簡
そ
の
も
の
の
成
形
が
採
銅
所
で
行
な
わ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と

も
記
載
の
文
字
は
長
登
で
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
銅
の
生

産
現
場
で
付
け
ら
れ
、
取
り
外
さ
れ
た
木
簡
と
し
て
、
非
常
に
興
味
深
い
題
材

で
あ
る
。
貢
進
物
の
荷
札
つ
い
て
は
、
郡
家
段
階
で
作
成
さ
れ
た
と
す
る
今
泉

隆
雄
氏
の
説
と
、
国

・
郡
と
そ
の
下
の
郷
で
作
成
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
と

い
う
東
野
治
之
氏
の
説
が
あ
る
。
荷
札
と
付
札
の
違
い
は
あ
る
が
、
長
登
木
簡

の
よ
う
に
生
産
の
現
場
で
記
入
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

記
録

。
出
納
に
関
す
る
木
簡
に
つ
い
て
は
、
長
屋
王
家
木
簡
を
題
材
に
、
機

能
面
か
ら
の
分
析
が
渡
辺
晃
宏
氏
、
森
公
章
氏
、
勝
浦
令
子
氏
な
ど
に
よ
つ
て

（‐４
）

な
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
長
登
木
簡
と
併
せ
て
後
述
す
る
が
、
生
産
や
出
納
の

管
理
と
い
う
側
面
で
長
登
木
簡
と
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
記
録
木
簡
の
記
載
内

容
や
形
状
は
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ
ら
の
木
簡
を
個
別
に
分
析
す
る
と
と
も
に
、

複
数
の
形
状
の
木
簡
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
た
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

さ
ら
に

「正
倉
院
文
書
」
な
ど
の
紙
の
文
書
と
木
簡
と
の
比
較
が
山
口
英
男

氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
る
な
（型
、
紙

・
木
簡
と
も
に
、
機
能
論
と
し
て
の
検
討

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
山
口
氏
は
、
正
倉
院
の
写
経
所
文
書
に
は
発
信
者
の
も

と
に
置
か
れ
た
ま
ま
受
信
者
に
送
達
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
文
書
個
体
と
し
て
の

「移
動
し
な
い
」
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
に
お
い
て
も

「移
動
し
な

い
」
文
書
が
か
な
り
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
長

登
の
銅
付
札
木
簡
は
、
明
ら
か
に
銅
山
で
使
用
さ
れ
、
破
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
「移
動
し
な
い
」
木
簡
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
銅
付
札
は
何

ら
か
の
偶
然
で

「移
動
し
な
か
っ
た
」
も
の
か
、
始
め
か
ら

「移
動
し
な
い
」

こ
と
を
予
定
し
た
木
簡
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

と
え
ば
銅
の
生
産
量
を
記
し
た
木
簡
は
、
銅
山
で
の
管
理

・
整
理
に
使
用
さ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、　
一
方
で
消
費
地
に
輸
送
さ
れ
て
い
つ
た
銅
に
は
ど
の

よ
う
な
札
が
付
属
し
て
い
た
の
か
と
い
う
、
新
た
な
疑
間
も
生
じ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
長
登
採
銅
所
で
使
用
さ
れ
た
製
銅
関
係
の
主
な
木
簡
を
Ａ
ｌ
Ｆ
に

分
類
し
、
ま
ず
は
個
別
に
そ
の
用
途
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
上
で
相
互
の
使

用
状
況
を
関
連
付
け
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

２
　
木
簡
の
分
類
と
用
途

Ａ
　
銅
付
札

（銅
付
札
Ａ
）

銅
付
札
に
は
大
き
く
二
種
類
の
も
の
が
あ
る

（表
１
）。
こ
こ
で
銅
付
札
Ａ

と
し
た
の
は
、
製
錬
さ
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
ま
ず
最
初
に
付
け
た
と
み
ら
れ

る
付
札
で
あ
る
。
木
簡
の
形
態
は
上
部
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
底
辺
を
水

平
に
成
形
し
た
〇
三
二
型
式
が
大
半
を
占
め
る
。
な
お
、
銅
は

「枚
」
と
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
、
板
状
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
」
誕
。

側

　
「
＜
下
玲
僻
マ
′―、緒
に
封
昨
年
胤
盤

一　
下
日
♯
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お
ギ
⇔
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［長
登
一
五
四
］



表

一

主
要
銅
付
札

・
文
字
が
不
明
瞭
な
も
の
、
完
形
で
は
な
い
も
の
は
一
部
省
略
し
た
。

・
釈
文
及
び
寸
法
は
原
則
と
し
て

「長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
図
録
』
に
拠
る
。

・
対
応
番
号
は
本
文
の
中
で
使
用
し
た
番
号
で
あ
る
。

Bオし 銅付札A

l④ l⑮ ③ l② l① 制
誂

宛

　

　

先

日
下
マ
色
夫

額
田
部
□
□
□

神
部
幸

□
□
大
伴
マ
黒
万
呂

秦
マ
酒
手

宇
佐
恵
勝
里
万
呂

ロ
マ
ロ
ロ

□
□
□
□

回
□
□
□
□
□

□
ロ
マ
ロ
ロ

□
□
□
□
□
子

□
□
□
□

車
持
マ
小
善

額
田
部
龍
万
呂

回

〔
靭
力
〕
マ
牛
麻
呂

□
□
□
□
□

【
万
呂
力
〕

大
田
マ
ロ

〔麻
力
〕

膳
大
伴
百
嶋

額
田
マ
万
呂

下
神
マ
小
嶋

大
神
直
都
々
美

製
　
作

者

七
月
功

四
月
功

三
月
功

四
月
功

二
月
功

三
月
功

九
月
功

三
月
功

□
月
功

二
月
功

四
月
功

四
月
功

回
月
功

一
二
月
功

四
月
功

九
月
功

四
月
功
カ

五
月
功
カ

○ |○
月 1月
一十九
日 I日

七
月

一
〇
日

/製
動
期
月功
日

一
一二
一
一
五

三
人
五
〇

斤

　

数

枚
数

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

○ !○ |○ |O10 型
式

下 質

八
九
二
〇

一

一
八
五

二
〇
六

三
二
七

三
九

一

四
三
二

一
九

一

二
四
六

四
三
五

二
四

一

一
九
八

一
九
六

二
四
五

一
八
四

二
四
四

二
三
九

二
三
人

称
諦

七

一

四
〇

五
四
一
人
五
三

一
二
七
×
二
九
×
七

一
三
九
×
三

一
×
九

三
≡

一×
三
四
×
六

一
五

一
Ｘ
二
九
×
六

一
五
三
迷

一八
×
八

一
四

一
∠
≡

ヌ

七

一
五
〇
×
二
五
×
五

一
三
〇
×
三

一
×
八

一
七
二
∠
二
四
×
六

一
四
七
×
三
三
×
五

一
五
〇
×
二
九
×
六

一
三
人
×
三

一
×
五

一
四
人
×
二
人
×
七

一
二
〇
×
三

一
×
七

一
四
二
∠

〓
ハ
×
七

一
四

一
迷
≡

ヌ

五

一
七
八
×
三
四
×
七

一
三
二
Ｘ
（
三
◆
×
五

一
六
四
×

九
九
×
二

一
八
九
×

（
一
一
五

一
七
八
×

寸

　

　

法

一七
×
六

四
×
九

一〓
ヌ

七

）
×
二
七
×
六

一三
ハ
×
エハ

本
稿
図
３

備

考



他のそ 付字同

② l④ lOl⑫ l l⑭ l l l⑩

□

〔左
力
〕
宮
乙
□

□

【
官
力
〕
□
□
□

官
布
直

調
銅
調
銅
少
目
殿

二
回

〔俣
力
〕
郷
銭
司
料

左
官
膳
大
伴
□
〔臣
力
〕□

（家
原
殿
）

□
笠
殿

□

〔官
力
〕
□
□

日

廿

大
庭
□

〔
人
力
〕

＝

廿

太
政
大
殿

回
□
〔判
官
力
〕
犬
甘
殿

□
□

〔
稼
殿
力
〕

家
原
殿

豊
前
門
司

□
□
□

〔
司
ヵ
〕

□
□
□

□
□
麻
□

膳
大
伴
廣
玉
女

皆
麻
呂

未
選

野
身
連
国
持
借
子
野
身
連

安
曇
石
田

日
下
マ
嶋
足

日
置
マ
忍
万
呂

功
外
一
二
月
二
八
日

一
一
月
二
九
日

七
月
功

一
二
月
功

一
〇
月

二
月
功

六
月
功

五
月
功
カ

九
三

五三
七

九
二
五
二
人
五
一
〇
七

三
七
二
〇
カ

四
二
ヵ

エハ
とハ

三
五
三
〇
五
三
一
七

四
〇

一
人
○

四
〇
カ

QIQIQIQ QIQIQIQIQIQI@ 〇
三
二

〇
三
九

〇
三
九

〇
三
二

〇

一
九

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
九

〇
三
九

〇
三
九

〇

一
一

〇
三
二

〇
三
九

上

一
九
九

三
八
六

三
四
七

三

一
五

一一三
一一一
一

三
六
五

四
六
九

二
四
二

三
人
七

四
五
二

一
九
七

三
九
九

四
六
三

三
人
九

一十五
四 |

〈
上ハ
一ご
一九

二
四
六

三
七
二

五
五
七

一
九
二

二
八
五

四
九
五

へ
一
一

ｉ全
二
×

三
八
×

五
〇
×

五
九
×

一
一
一
×

五
七
×

三
九
×

一
一
一
一）

一〇
四
×

四
五
×

三
四
×

一九
×
五

八
×
六

一
一
×

上
ハ

一七

×
五

一七

×
七

ご
ヌ

九

】○
×
六

八
二
人
）
×
五

一人
×
八

一三
×
八

八

×

五

下
部
破
損

長登銅山遺跡出上の釦付札木簡に関する‐試論

217



②

。
「
＜
大
榊
直
都
々
美
　
」

。
「
＜
百

十

五
斤

枚

二
　

」
　

　

　

　

ｏ
ｏ
淫
も

寓
］
夏

登

二

人
］
（本
稿
図
３

⑬

。
「
＜
日
日
日
日
□

　
　
　
　
　
」

。
「
＜
額

田

マ
万

呂

　

　

十

月

九

日

」
　

　

　

　

Ｐ
諮

認

ヽ

寓
］

冨

登

一
二

邑

宛
所
は
明
記
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
は
木
簡
に
よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
認

（
・７
）

め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は

（Ａ
）
工
人
名

［製
錬
を
担
当
し
た
鋳
工
名
］
、

（Ｂ
）
製
鋼
の
重
量

［斤
］
、
（Ｃ
）
数
量

［枚
］
が
共
通
記
載
事
項
と
な
っ
て

お
り
、
木
簡
の
片
面
の
み
に
記
載
さ
れ
る
も
の

（⑪
）
と
、
両
面
に
記
載
さ
れ

る
も
の
が
あ
る

（②
③
）。
ま
た
、
（Ｄ
）
月
日
が
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

（⑪

①
）。　
一
般
に
都
で
出
土
し
た
付
札
に
は
、
整
理

・
分
類
の
た
め
に
物
品
名
が

（・９
）

記
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
こ
こ
で
は
生
産
物
が
銅
に
限
定
さ
れ
る
た

め
か
、
通
常
の
付
札
と
は
異
な
り
物
品
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
も
基
本
的
情
報
で
あ
る
鋳
工
名
お
よ
び
銅
の
重
量

・
枚
数
を
、
銅
イ

ン
ゴ
ツ
ト
に
付
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
情
報
量
は
最
低
限
で
あ
り
、

出
土
点
数
も
少
な
い
。
鋳
工
名
は
、
省
略
せ
ず
に
姓
名
を
記
載
し
、
大
神
直

都
々
美
の
よ
う
に
カ
バ
ネ
を
記
載
す
る
例
も
あ
る

（②
）。
月
日
は
、
製
銅
完

了
日
と
み
る
か
、
管
理
部
門
提
出
日
か
、
進
上
先

へ
の
送
付
日
か
は
不
明
だ
が
、

採
銅
所
で
出
土
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
者
の
い
ず
れ
か

（も
し
く
は
こ

れ
ら
は
同
日
か
）
だ
と
判
断
す
べ
き
だ
ろ
う
。

宛
先
を
記
載
し
た
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
長
登
銅
付
札
の
大
半
を
占
め
、
大
切

Ⅲ

Ｃ

区

２

Ｔ

、

４

Ｔ

Ａ

ま

た

は

Ｈ

Ｃ

３

１

５

Ｔ

と

い
う

近

接

し

た

大

溝

を

中

心

（
２０
）

に
出
土
し
、
ほ
ぼ

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
の
形
態

は
銅
付
札
Ａ
と
同
様
〇
三
二
型
式
で
あ
り
、
長
さ
は
お
お
よ
そ

一
五
〇
ミ
リ
前

後
、
幅
は
三
〇
ミ
リ
前
後
と
ほ
ぼ

一
定
し
て
お
り
、
厚
さ
が
六
―
八
ミ
リ
と
や

や
厚
め
な
点
が
特
徴
で
あ
り
、
か
な
り
規
格
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。
長
登
木
街
の
銅
付
札
に
厚
み
が
あ
る
の
は
、
堅
固
な
金
属
に
付

(4)

Ｂ
　
宛
先
記
載
銅
付
札

（銅
付
札
Ｂ
）

宛
先
を
明
記
す
る
銅
付
札
で
あ
る
。

「＜家
原
聴
剛
祀
枚
一　
」

〔靱
力
〕

「
＜
ロ
マ
牛
麻
呂
九
月
功

上
□
　
　
」

「
＜
豊
前
門
司
五
十
七
斤
枚

一

上
■
　
　
　
」

「
＜
秦
マ
酒
手
三
月
功

上
□
　
　
　
」

「
＜
大
殿
七
十
二
斤
枚

一
」

「
＜
日
下
マ
色
夫
七
月
功
上
□
」

「
＜
日
日
――
日
□
汁
斤
枚

一

〔功
力
〕

「
＜
日
下
マ
色
夫
五
□
□

十崖
あ
甲
∞
　
ｏ
駕

〔長
登
二
四
四
］

Ｐ麟
あ
）
『
　
ｏ
駕

［長
登
三
九

こ

ヽ
「
£
｝
『
　
ｏ
鴛

［長
登
　
八
九
ズ
本
稿
図
３
）

冨
∞
あ
甲
伽
　
ｏ
駕

［長
登
二
六
五
］
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属
す
る
た
め
、
重
み
に
よ
る
札
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。

内
容
は

（
Ａ
）
宛
先
、
（
Ｂ
）
製
銅
の
重
量

［斤
］
、
（Ｃ
）
数
量

［枚
］
、

（
Ｄ
）
鋳
工
名
、
（
Ｅ
）
功
で
あ
り
、
片
面
に

「
（宛
先
）

○
斤
○
枚
」
、
も

う

一
面
に

「
（名
一Ｊ

　

Ｏ
月
功
」
と
記
載
さ
れ
る
。

冒
頭
に
記
さ
れ
る

（
Ａ
）
の
宛
先
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
（あ
）
官
司
、

（
い
）
個
人
、
（う
）
そ
の
他

（調
・
官
布
直
）
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
（Ｂ
）

の
重
量
は

一
枚
あ
た
り
、
十
数
斤
か
ら
百
斤
、
付
札

一
枚
に
対
す
る
銅
イ
ン
ゴ

ッ
ト
の

（Ｃ
）
数
量
は

一
―
三
枚
の
間
に
収
ま
る
が
、
原
則
と
し
て
は
銅
イ
ン

ゴ
ッ
ト

一
枚
に
対
し
、　
一
枚
の
付
札
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
Ｄ
）
は

鋳
工
名
を
記
す
が
、
い
わ
ゆ
る
贄
貢
進
荷
札
に
進
上
者
の
国
郡
名
が
明
記
さ
れ

る
の
に
対
し
、
銅
付
札
Ｂ
に
は
あ
く
ま
で
銅
付
札
Ａ
と
同
様
に
姓
名
が
記
載
さ

れ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
「上
束
」
と
は
造
東
大
寺
司
に
輸
送
さ
れ
た
銅
の

品
質
が
、
上
品

。
中
品

。
下
品
と
記
さ
れ
た

（『大
日
本
古
文
圭
塁

天
平
勝
宝
五
年

所
収

「丹
裏
文
圭
屋
。
二
五
十

一
五
五
―
七
）
の
と
同
じ
く
、
銅
の
質
を
さ
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
銅
付
札
木
簡
で
は
必
ず
送
付
先
で
あ
る
宛
所
と
製
作

者
名
が
、
各
面
に
分
け
て
記
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
面
の
情
報
を
、
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
年
月
日
を
記

さ
ず
、
「Ｏ
月
功
」
と
必
ず
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
札
の
一
面
が
製
錬
担

当
者
の
「功
」
に
関
し
て
用
い
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
銅
付
札
と
類
似
の

記
載
を
持
つ
付
札
の
出
土
例
は
他
に
な
く
、
長
登
木
簡
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
　
宛
先
別
出
来
高
集
計
簿
木
簡

工
人
三
十
人
の
歴
名
を
列
記
し
た
木
簡
が
あ
る
。

①

。
「
。
塚
殿
銅
大
斤
七
百
十
三
斤
枚
汁

一　

小
斤
二
千
四
百
甘
四
斤
Ｈ

＝
枚
八
十
四

朝
庭
不
申
銅

天
平
二
年
六
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
」

。「。大
津
郡
借
子
曲
鉛
］
輯
部
謝ヽ
］酌
ママ豊マ手瑚
申
　
雨
］
一蝉
］
船
＝

凡
海
マ
哀
西

＝
肺
出
］
中
持
紳
攀
中
　
　
　
　
　
の誤
出
占
か
写
（部
一１こ
［嫌
暉

一一備
濯
”
一勢
棉
翻
．
）

上
部
に
穿
孔
が
開
い
て
い
る
長
さ
が
七
〇
セ
ン
チ
近
く
も
あ
る
長
大
な
木
簡

で
あ
り
、
二
人
名
に
合
点
が
あ
り
、収
納
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

穿
孔
が
木
簡
の
上
端
中
央
で
は
な
く
、
文
字
を
よ
け
て
片
側
に
片
寄

っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、文
字
記
入
後
に
孔
が
あ
け
ら
れ
、
そ
の
後
紐
で
釣
り
ぶ
ら
下
げ
掲
示

し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
墨
は
両
面
と
も
に
極
め
て
鮮
明
に
残

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
特
定
の
面
を
表
に
し
て
長
期
間
風
雨
に
晒
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
一
時
的
に
掲
示
し
た
も
の
か
、太
陽
の
当
ら
な
い
室
内
で
掲
示
さ

れ
た
も
の
だ
ろ
う
。も
し
く
は
、
紐
で
綴
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、表
記
の
銅
の
集
合
体
に
対
し
て
付
属
し
た
木
簡
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

内
容
は
、
泳

（長
門
国
鉄
を
指
す
か
）
宛
て
の
銅
の
製
錬
量
を
ま
と
め
た
も
の



で
あ
り
、
大
津
郡

（長
門
国

大
津
郡
‥
長
門
国
北
西
部
、
現

長
門
市
域
）
と

い
う
同

一
の

郡
出
身
の
工
人
が
同
じ
宛
先

の
銅
を
製
錬
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。　
一
年
分
の
長
門

国
嫁
宛
の
製
錬
記
録
と
考
え

（
２２
）

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
木
簡

の
み
か
ら
で
は
判
断
し
か
ね

る
。
天
平
二
年

（±

一δ

）

六
月
二
二
日
と
い
う
日
付
を

も
ち
、
銅
の
製
錬
時
期
を
特

定
す
る
の
に
有
効
な
木
簡
で

あ
る
。

銅
の
重
量
は
、
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
の
個
々
の
重
量
を
列
記
す
る
の
で
は
な
く
、

大

・
小
斤
毎
の
総
計
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
木
簡
記
載
の
前
段
階

で
、
あ
ら
か
じ
め
他
の
本
簡
を
用
い
て
銅
の
集
計
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

Ｄ
　
個
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡

個
人
の
製
錬
量
を
記
す
、
出
来
高
を
集
計
し
た
帳
簿
の
役
割
を
果
た
す
木
簡

で
あ
る
。

〔
中
力
〕

〔
×
百
〕

制

。
「野
身
連
百
依

七
十
五
斤
枚

一　

五
十
五
斤
枚
二
□
　
合
百
汁
斤

．　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
五
カ
〕
（２４
）

天
平
□

×

。
「　
合
五
百
十
斤
枚
十

一

（囀
９
六
氣
▼
∞
　
ｏ
‘

［長
登
三
〇

一
］

枚
二
　
　
汁
五
斤
枚

一

⑩

。
「五
十
二
斤
枚

一

七
十
斤
枚
二

汁
五
斤
枚

一

Ｌ
□
ロ
マ
ロ
　
　
　
汁
三
斤
枚

一

（鴻
じ
六
滓
▼
∞　
ｏ盟

［長
登
四
人
三
］

⑪
は
表
面
冒
頭
に
製
錬
者
名
を
記
し
、
名
前
の
下
か
ら
裏
面
に
か
け
て
、
斤

量

・
枚
数
を
記
す
。
こ
の
二
人
の
銅
付
札
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
「野
身

図 1 宛先別出来高集計簿木簡
(『図録』341号 )
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連
国
持
」
［長
登
八
二
と
≡
一一七
］
が
み
え
る
。
⑩
は

「□
ロ
マ
ロ
」
の
提
出
し

た
銅
の
出
来
高
を
集
計
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
列
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
で
み
た
個
々
の
工
人
の
作
業
報
告
も
ま
た
同
様
に
、
帳
簿
を
作
成
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
日
下
マ
色
夫
は
０
の
大
殿
宛
木
簡
で
は
七
十
二

斤
枚

一
（七
月
功
）
と
⑦
の
宛
先
不
明
木
簡
で
は
三
〇
斤
枚

一
（五
月
功
）
と
二

枚
の
木
簡
に
名
前
が
み
え
て
お
り
、
Ｄ
の
集
計
簿
の
よ
う
に
工
人
毎
の
生
産
量

が
ま
と
め
ら
れ
て
、
管
理
さ
れ
た
と
考
え
る
。

こ
の
製
銅
量
帳
簿
は
、
銅
の
斤
量
か
ら
見
れ
ば
、　
一
カ
月
分
の
製
錬
量
で
は

な
く
複
数
月
の
集
計
で
あ
ろ
う
（漣
。
①
の
木
簡
に
は

「中
」
の
記
載
が
見
え
る

の
で
、
下
部
の
欠
損
部
分
に

「下
」
品
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。

①
と
⑩
は
厳
密
に
言
え
ば
、
集
計
方
法
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
工
人
の
出

来
高
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
　
複
数
の
二
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡

さ
ら
に
、
複
数
の
二
人
の
製
錬
額
を
記
し
た
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。

口

。
×
麻
呂
百
八
斤
陣
測

マ
石
万
呂
　
　
　
叶
許

マ斤
風
加
枚
六
　
田

□
六
百
五
斤
人
両
枚
四

凡
直
□
　
　
□
回
八
斤
十
二
両
枚
四
　
　
□

×
□
百
八
斤
枚
四
下
神

マ
ロ
ロ
百
廿
斤
枚
五

上
丁
安
曇

マ
ロ
甘
　
　
　
　
」

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
靴
喜
団
旦
　
　
　
　
　
」

（氣
じ
卜
）
∞　
ｏ
‘

［長
登
三
五
一
］

（姓
欠
）
麻
呂
、
凡
海
マ
石
万
呂
、
日
置
マ
五
月
、
凡
直
□
、
下
神
マ
ロ
ロ
、

安
曇
マ
ロ
甘

（『木
簡
研
究
』
一
九
で
は

「犬
甘
」
と
す
る
）
の
六
名
の
製
錬
工
名

及
び
製
銅
量
が
列
記
さ
れ
る
。
但
し
、
上
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
文
字
の
配
列

は
整
然
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
人
名
と
銅
重
量
の
関
係
性
が
不
明
瞭

な
部
分
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
姓
も
長
登
木
簡
に
複
数
み
え
る
も
の
で
、
銅
山
に

お
い
て
同
じ
氏
族
の
人
々
が
多
く
差
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

こ
の
木
簡
で
は
銅
の
重
さ
の
単
位
と
し
て

「両
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『養
老
令
』
雑
令
１
度
十
分
条
に
よ
れ
ば
、　
三
ハ
両
は

一
斤
に
換
算
さ
れ
る
。

一
人
あ
た
り
百
斤
程
度
の
製
錬
量
か
ら
み
て
、
月
額
の
出
来
高
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

Ｆ
　
横
材
帳
簿
木
簡

横
材
の
木
簡
に
は
、
数
値
、
月
、
単
位

（斤

・
斗

・
枚
）
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
り
、
帳
簿
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
を
横
向
き
に
使
用

し
た
例
は
、
平
城
宮
木
簡
や
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
見
え
て
お
り
、
そ
の
用
途

は
主
に
食
料
の
授
受
や
支
給
、
宛
先
別
支
出
の
集
計
に
関
す
る
帳
簿
の
役
割
を

（２６
）

果
た
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ｏ
】

［長
登
四
〇
八
］

〇
一謝
）一附刊

匡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
潔

［長
登
六
四

一
］
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（
＊
）
ｏ
】

［長
登
六
三
七
］

長
登
の
横
材
木
街
は
製
銅
関
係
の
も
の
の
他
、
炭
に
関
す
る
も
の

［長
登
六

一三
ハ］、
歴
名

［長
登
五
六
〇
］
な
ど
が
あ
り
、
何
れ
も

一
・
六
―
三
釦
間
隔
で

界
線
が
引
か
れ
て
」
誕
。
完
形
に
近
い
も
の
も
あ
る
が
、
削
婿
も
目
立
ち
、
何

度
も
削
り
直
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
⑫
に
は

「月
」
「枚
」
「銅
」
「合
」
と
い
う
文
字
が
み
え
、
恐
ら
く
月

毎
の
銅
の
集
計
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑬
は
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
が
銅

一
枚
あ

た
り
の
重
量
だ
ろ
う
か
。
こ
の
数
字
が
宛
先
別
か
個
人
別
の
集
計
か
は
不
明
で

あ
る
。
側
に
見
え
る

「奈
」
を
人
名
と
み
れ
ば
、
個
人
の
集
計
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
木
簡
の
数
値
は
比
較
的
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
月
額
の
製
錬
量
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
年
額
を
総
計
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
但
し
単
位
は
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
食
料
そ
の
他
の
集
計
簿
の
可
能
性
も
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
同
様
の
内

容
を
も
つ
維
形
の
木
簡
Ｄ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
完
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
横
材

木
簡
は
定
規
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
、
削
暦
で
存
在
す
る
場

合
が
多
い
こ
と
か
ら
、　
一
時
的
な
下
書
き
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で

き
る
。

３
　
製
銅
関
連
木
簡
使
用
の
モ
デ
ル
化

２
で
は
製
銅
を
管
理
す
る
上
で
使
用
さ
れ
た
Ａ
ｌ
Ｆ
の
木
簡
の
機
能
を
個
別

に
述
べ
た
が
、
実
際
に
使
用
す
る
に
あ
た
り
こ
れ
ら
の
木
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
に
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
相
互
の
機
能
を
補
完
す
る
役
割
を
は
た
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
屋
王
家
木
簡
に
つ
い
て
考
察
し
た
森
公
章
氏
は
、
日

毎
の
米
支
給
を
ま
と
め
た
横
材
木
簡
は
、
宛
先
部
署
別
支
給
額
を
抜
き
出
し
て
、

宛
先
別
に

一
カ
月
の
支
給
を
計
算
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
と
す
礎
。
そ
し
て
ヽ

事
務
処
理
に
は

［各
支
給
時
の
伝
票
木
簡
］
、
［日
毎
の
支
出
を
整
理
し
た
木

簡
］
、
［宛
先
別
の
支
出
を
整
理
し
た
木
簡
］
、
［邸
外
の
各
部
署
や
荷
札
木
簡
に

よ
る
進
上
物
の
把
握
の
た
め
の
集
計
簿
の
木
簡
］
、
［邸
外
の
各
部
署
別
、
国
別

の
貢
進
物
の
進
上
を
集
計
し
た
木
簡
］
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
あ
つ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。

こ
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
長
登
の
銅
関
連
木
簡
の
製
作
意
図
に
つ
い
て
推
論

を
立
て
て
お
き
た
い
。
図
２
は
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
木
簡
の
相
互
関
連
を
推
論
に
基
づ
き

図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

採
銅
所
に
お
い
て
、
最
初
に
製
錬

・
仕
分
け
の
段
階
で
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
製

作
者
名

・
銅
の
重
量

・
製
錬
日
と
い
う
基
本
的
情
報
を
付
与
す
る
の
は
銅
付
札

Ａ
で
あ
る
。
こ
の
付
札
Ａ
の
つ
い
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
が
ま
ず
宛
先
別
に
分
類
さ

れ
る
。
嫁
殿
宛
の
歴
名
簿

（０
）
か
ら
、
同

一
の
郡
出
身
の
工
人
集
団
に
よ
る

銅
の
製
錬
作
業
が
推
測
で
き
る
か
ら
、
製
錬
さ
れ
た
銅
は

一
カ
所
に
ま
と
め
て

集
積

・
保
管
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
保
管
さ
れ
て
い
る
状
態
の
時
、
Ｃ
の
宛

先
別
集
計
簿
の
よ
う
な
木
簡
を
掲
示
、
ま
た
は
結
び
つ
け
て
、
宛
先
を
明
確
化

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
木
簡
に
記
さ
れ
た
合
点
は
、
各
人
が
銅
イ
ン

ゴ
ッ
ト
を
納
め
た
際
に
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
Ｃ
木
簡
は
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図 2 銅関連木簡のモデル図

嫁
宛
の
記
録
帳
簿
と
し
て
の
機
能
を
も
兼
ね
備
え
る
。

そ
し
て
こ
の
保
管
さ
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
毎
に
、
銅
付
札
Ｂ
の
添
付
が
行
な

わ
れ
た
と
考
え
る
。
銅
付
札
記
載
の
字
の
逗
び
を
図
録
の
写
真
で
観
察
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
を
別
個
に
書
き
加
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
同
筆
で
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
じ
め
て
銅
付
札
Ｂ
に

記
載
す
べ
き
事
項
で
あ
る
宛
先

・
製
錬
工
名

・
重
量

・
数
量
を
確
認
し
、
新
し

い
札
を
作
成
し
、
銅
に
結
び
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
日
付
は
そ
の
ま

ま
写
し
取
る
の
で
は
な
く
、
月
単
位
の

「功
」
、
つ
ま
り

「○
月
功
」
と
し
て

記
さ
れ
、　
一
月
毎
の
生
産
量
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

製
錬
さ
れ
た
銅
が
出
荷
ま
で
ど
の
程
度
の
期
間
、
採
銅
所
に
集
積
さ
れ
て
い

た
か
は
不
明
だ
が
、
食
料
と
は
異
な
り
鮮
度
の
問
題
は
な
い
の
で
、
気
管
場
所

さ
え
許
せ
ば
長
期
の
保
管
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
一
定
の
期
間
の
後
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宛
先
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
銅
付
札
Ｂ
は
銅
イ
ン

ゴ
ツ
ト
と
と
も
に
進
上
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
採
銅
所
で
は
ず
さ
れ
、
採
銅
所

内
、
あ
る
い
は
関
連
の
部
署
で
の
処
理
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
工
人
の

姓
名
を
記
す
の
み
で
本
貫
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
木
簡
が
他
所

へ
逗
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
国
郡
名
が
記
さ

れ
る
調
な
ど
の
荷
札
木
簡
と
は
、
用
法
が
異
な
る
木
簡
で
あ
る
。
送
付
先
へ
は

別
の
札

（若
し
く
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
帳
簿
）
が
付
け
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

山
口
英
男
氏
は
Ｂ
の
銅
付
札
に
つ
い
て

「あ
る
期
間
の
鋳
工
の
作
業
内
容
を

書
き
留
め
た
手
実
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
」
と
し
て

「鋳
工
手
実
」
と
で
も
称

◎
本
衛
の
廃
棄

◎
木
鶴
の
廃
葉

東大寺

豊前門司

家原殿など

鋼
イ
ン
ゴ
ツ
ト
付
札
　
　
　
　
集
計

・
管
理
用
本
簡

複
数
工
人
出
来
高
帳
簿

宛
先
別
出
来
高
集
計
簿

個
人
別
出
来
高
集
計
簿



し
う
る
木
簡
と
理
解
し
て
い
る
。
確
か
に
作
業
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
こ
の
付
札
の
第

一
の
目
的
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
積
極
的
な
使
用
目
的
が
あ

っ
た
と
思
う
。
す
な
わ
ち
銅
付
札
Ｂ
は
、
Ｃ
ｔ
Ｆ
の
帳
簿
を
記
す
上
で
必
要
な

情
報
量
を
す
べ
て
網
羅
し
た
、
極
め
て
有
効
な
基
本
台
帳
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
の
例
と
し
て
あ
げ
た
①
木
簡
と
、
銅
付
札
Ｂ
の
作
成
の
時
期
は
、
集
積

・

保
管
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、
若
千
製
作
時
期
が
前
後
す
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
個
人
別
に
月
額
の
銅
の
出
来
高
を
集
計
し
た
も
の
が
Ｄ
の
帳
簿
、
さ
ら
に

月
毎
の
二
人
集
回
の
成
績
を
ま
と
め
た
も
の
が
Ｅ
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
の
横

材
木
簡
は
、
削
暦
が
多
く
二
次
利
用
が
目
立

つ
こ
と
か
ら
、
Ｄ
や
Ｅ
の
下
書
き
、

も
し
く
は
覚
書
の
よ
チ
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
代
の
生
産
現
場
に
お
い
て
、
「
モ
ノ
＝
銅
」
の
生
産
、
及
び

「労
働
」
の

管
理
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
複
数
の
形
態
の
木
簡
が
有
機
的
に
使
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

一
一　
銅
付
札

の
ゆ
く
え

１
　
東
大
寺
出
土
銅
付
札
と
長
登
木
簡

こ
れ
ま
で
長
登
採
銅
所
で
使
用
さ
れ
、
破
棄
さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
述
べ
て

き
た
。
し
か
し
各
送
付
先
に
送
ら
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
も
、
銅
の
重
量
な
ど

を
示
す
付
札
が
付
属
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
送
付
さ
れ
た
銅
に
は
い
か
な
る
付
札
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
銅
付
札
Ｂ
に
は
、
進
上
の
日
付
は
記
さ
れ
ず
、
二
人
の
月
毎
の

「功
」
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
宛
所
に
Ｂ
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
式
の
付
札

が
銅
に
つ
け
ら
れ
て
進
上
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

平
城
京
二
条
大
路
木
簡
に
次
の
銅
荷
札
木
簡
が
あ
る
。

⑮

　

「
安

藝

国

銅

廿

斤

　

枚

□

　

　

　

　

　

（
Ｐ
『
∞
）

］
Ｐ
点

儲

牌

玩

一一一〇
十

七

頁

五

長
登
採
銅
所
の
銅
も
、
長
門
国
を
経
由
し
て
進
上
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

国
名
を
記
し
た
木
簡
が
荷
札
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

「長
門
国
」
名
を
明
記
し
た
銅
付
札
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
東
大
寺
の
大
仏
造
営
に
関
わ
る
銅
関
連
施
設
で
出
土
し
た
銅
付
札

（
３．
）

に
着
目
し
た
い
。
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
の
西
方
、
大
仏
建
立
に
関
わ
る
整
地
層

下
の
自
然
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
大
仏
鋳
造
を
開
始
し
た
天
平

一
九

年

（七
四
七
）
九
月
か
ら
、
大
仏
殿
の
完
成
し
た
天
平
勝
宝
三
年

（七
五
こ

頃

（３２
）

の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戒
壇
院
東
側
か
ら
西
塔
跡
に
抜
け
る
小
道

沿
い
に
埋
め
た
て
ら
れ
た
流
路
跡
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
も
木
簡
を
含
め
た

鋳
造
関
連
の
廃
棄
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
流
路
付
近
で
銅
な
ど
の
金
属

が
集
約
さ
れ
て
精
錬
作
業
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
」
礎
。

木
簡
は
銅
の
鋳
造
に
関
連
す
る
も
の
、
特
に
銅
付
札
が
多
数
見
つ
か
っ
て
お

り
、
長
登
銅
付
札
に
極
め
て
よ
く
似
た
木
簡
が
複
数
出
土
し
て
い
る
。
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∽
。「＜語
人
詠
酔
ｔ
十
六
斤
コ
』」

。
「
＜
　

七

月

廿

日

　

　

　

　

　

」
　

　

　

Ｐ
瑠

駕

ふ

儲
〕

研

災
　

一
七
四
邑

側

・
「
＜
生

壬

マ
万

呂

十

九

斤

冨

』

」

。
「
＜
十

一
月

十

六

日

『前
大

目
』

」
　

　

　

Ｐ
沼

器

５

ｏ
駕

［防
災
　

一
七
四
△

⑬

。
「
＜

汁

四

斤

軍
構

百

三
斤
ヒ

名

＜

『枚

二

』
　

　

　

」
　

　

　

　

岸
超

器

ぢ

ｏ
駕

砺

災
　

一
七
四

邑

こ
れ
ら
の
銅
付
札
は
採
銅
所
な
ど
の
銅
の
送
付
元
で
付
け
ら
れ
、
と
も
に
消

費
地
ま
で
進
上
さ
れ
て
き
た
も
の
か
、
納
入
先
で
あ
る
東
大
寺
で
の
精
錬
後
、

も
し
く
は
整
理
用
に
改
め
て
新
し
く
付
け
ら
れ
た
も
の
か
判
断
す
る
の
が
難
し

い
の
で
、
他
の
東
大
寺
の
銅
付
札
も
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。

刊

。
「
＜
右
二
竃
汁

一
斤
蹴

∫

。
「
＜
　

　

□

□

一
日

　

」
　

　

　

　

　

　

牌毬

認
５

ｏ
駕

砺

災

一
七
八
王

⑩

・
「
＜
汁

三
斤

八
両

二
畝

」
　

　

　

　

　

　

　

岸
寓

Ｐ『
あ

ｏ
駕

研

災

一
七
七
迩

竃
の
名
称
と
そ
の
竃
で
用
い
ら
れ
る
鉱
物

（銅
）
の
重
量
を
示
す
も
の

（⑩
）、

鋳
型
や
炉
に
こ
び
り
つ
い
た
銅
で
再
生
さ
れ
た
銅

（め
、
水
洗
銅
）
に
関
す
る

付
札
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
東
大
寺
の
精
錬
施
設
で
加
工
さ
れ
た
銅

に
付
け
ら
れ
た
整
理
用
の
付
札
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

改
め
て
人
名

・
斤
量

。
枚
を
書
き
連
ね
た
∽
―
い
木
簡
を
み
て
み
よ
う
。
報

告
書
で
は
、
東
大
寺
木
簡
に
は

「功
」
の
文
字
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
銅
の
枚

数
が
異
筆
で
記
さ
れ
る
こ
と
、
日
付
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
登
と
東

大
寺
の
銅
付
札
木
簡
は
同
種
の
も
の
と
は
言
い
難
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
長
登
木
簡
Ｂ
形
式
の
銅
付
札
と
比
較
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
工
人
名
、

重
量
、
枚
数
、
及
び
年
月
日
を
記
す
Ａ
の
付
札
と
は
極
め
て
類
似
す
る
。
ま
た

『　
』
内
は
異
筆
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
が
、
写
真
で
は
判
別
で
き
ず
、
例

え
異
筆
だ
と
し
て
も
、
後
に
文
字
が
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
長
登
銅
付
札
Ａ

で
も
十
分
想
定
で
き
る
の
で
、
こ
の
点
を
、
両
者
の
違
い
を
判
断
す
る
材
料
と

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

長
登
と
東
大
寺
そ
れ
ぞ
れ
の
木
簡
を
並
べ
て
比
べ
て
み
よ
う

（図
３
）。
木

簡
の
形
状
は
い
ず
れ
も
〇
三
二
型
式
が
多
数
を
占
め
、
大
き
さ
も
長
さ

一
五
〇

ミ
リ
、
幅
三
〇
ミ
リ
前
後
で
あ
り
、
比
較
的
厚
み
が
あ
る
点
で
極
め
て
よ
く
似

て
い
る
。
ま
た
写
真
が
不
鮮
明
な
た
め
は
っ
き
り
と
は
い
え
な
い
が
、
字
体
も

よ
く
似
て
お
り
、
特
に

「斤
」
の
字
の
続
け
具
合
に
共
通
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
東
大
寺
木
簡
に
見
え
る

「生
壬

（壬
生
）
部
」
雲
巴

姓
を
持

つ
人

が
長
登
木
簡
に
も
存
在
し
て
い
る
。

Ｄ

。
「
＜
生
壬
マ
ロ
足

一
斗
五
升
」
　

　

　

（こ
冨
貝
］◆
ヽ
寓
］
冨
登
四
九
迩

⑭
の

「語
人
鳥
」
に
つ
い
て
は
、
語
都
姓
の
人
が
中
国
地
方
に
多
く
分
布
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
（嘘
、
長
登
で
も

「語
マ
豊
田
」
が
歴
名
木
簡
に
（０
）、

「語
マ
足
奈

（長
と

が
習
書
木
簡

（
［長
登
五
≡
邑
）
に
み
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
同

一
の
姓
が
東
大
寺
精
錬
施
設
に
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
鋳
造
に
携



わ
る
工
人
の
中
に
、
長
登
採
銅
所
か
ら
移
動
し
て
い
た
者
が
存
在
し
た
可
能
性

も
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
銅
の
送
付
先
で
あ
る
東
大
寺
で
、
長
登
の
銅
付
札
Ａ
と
似
た
付

札
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
長
登
と
東
大
寺
の
銅
付
札
は
、
製
錬

（ま
た
は
精
錬
）
後
に
、
銅
に
最
低
限
の
基
本
情
報
を
付
加
す
る
と
い
う
同
じ

使
用
目
的
を
持

っ
た
木
簡
で
は
な
か
ろ
う
か
。

長
登
の
銅
付
札
Ａ
の
中
に
は
、
採
銅
所
で
外
さ
れ
ず
に
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
付

け
ら
れ
た
ま
ま
送
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。
都
に
送
ら
れ
る
貢
進
物

に
送
付
過
程
の
諸
段
階
や
使
用
目
的
に
対
応
し
て
、
幾
種
類
か
の
荷
札
木
簡
が

同

一
物
品
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
輛
永
貞
三
氏
や
東
野
治
之
氏
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
東
野
氏
は
荷
札
に
は
貢
進
物
の
検
収
の
際
に
取
り

外
さ
れ
る
も
の
と
、
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
荷
札
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
長
登
の
銅
に
も
当
初
複
数
の
付
札
木
簡
が
付
け
ら
れ
、
Ｂ
の
み
が
現
地
で

は
ず
さ
れ
、　
一
部
の
Ａ
形
式
の
付
札
が
採
銅
所
に
残
存
し
た
の
で
は
な
い
か
。

仮
に
Ａ
木
簡
が
銅
と

一
緒
に
進
上
さ
れ
た
な
ら
ば
、
進
上
先
で
廃
棄
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
勿
論
、
安
芸
国
銅
の
よ
う
に
国
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま

た
現
在
発
掘
さ
れ
た
長
登
木
簡
の
年
紀
は
天
平
五
年
が
下
限
で
あ
り
大
仏
造
営

の
時
期
と
ず
れ
る
と
い
う
疑
間
点
も
あ
る
が
、
長
登
採
銅
所
が
天
平
年
間
以
後

も
連
続
し
て
い
る
こ
と
、
長
門
の
銅
の
造
東
大
寺
司
へ
の
輸
送
が
確
実
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
木
簡
に
長
登
採
銅
所
の
木
簡
が
含
ま
れ
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

長登銅付札Aの例

(『図録』118号 )

東大寺銅付札の例

(F東大寺防災』〔1746号〕)

長登銅付札Bの例

(『図録』89号 )

図3 長登銅付札と東大寺銅付札
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２
　
木
簡
記
載
の
宛
先
に
つ
い
て

進
上
し
た
銅
に
は
、
Ａ
形
式
の
銅
付
札
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
項
で

述
べ
た
。
続

い
て
、
東
大
寺
以
外

へ
送
ら
れ
た
、
銅
と
銅
付
札
の
ゆ
く
え
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

銅
付
札
Ｂ
の
記
載
に
よ
る
と
、
長
登
採
銅
所
で
製
錬
さ
れ
た
銅
の
宛
先
は
長

門
国
司
、
鋳
銭
司
、
中
央
貴
族
と
様
々
で
あ
り
、
採
銅
所
に
お
い
て
明
確
に
銅

の
納
入
先
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
中
西
康
裕
氏
は
交
易
雑

物
の
京
進
後
の
配
分
先
が
国
衛
段
階
で
既
に
意
識
さ
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
て

お
」
興
味
深
い
。
銅
付
札
の
宛
先
に
つ
い
て
は
、
既
に
入
木
充
氏
や
佐
藤
信
氏

に
よ

っ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
若
千
見
解
が
異
な
る
点
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。
な
お
人
木
氏
は
木
簡
に
み
え
る
宛
先
を

「配
分
先
」
と
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
銅
は
各
宛
先
に
支
給
さ
れ
た
も
の
、
宛
先
か
ら
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
納
入
さ
れ
た
も
の
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
想
定
で
き
る
の
で
、

本
稿

で
は

一
方
的
な
割
り
当
て
を
想
起
さ
せ
る

「配
分
」
の
語
は
用

い
ず
、

「宛
先
」
も
し
く
は

「宛
名
」
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
国
家
の
採
銅
を
推
測
さ
せ
る
宛
名
に
は

「大
殿
」
（前
掲
⑥
）、
「嫁

殿
」
答例
）、
「少
目
」
（⑬
）
が
あ
る
。

〔稼
殿
と

②

。
「
＜
□
□

。
「
＜
□
□
五
百
□
×
　
　
　
　
　
　
　
（し

含
滓ｅ
韻
ふ

ｏ毬

冥
全
一入
と

い

・
「
＜
少
目
殿
九
十
三
斤
」

。
「
＜

　

枚

二

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
毬

島

ふ

寓

や

冨

登

一
を

占

「大
殿
」
は
、
墨
書
土
器
の

「大
家
」
の
用
例
と
同
様
に
、
具
体
的
な
人
物

名
を
示
す
の
で
は
な
く
、
直
接
関
係
す
る
責
任
者
つ
ま
り
採
銅
所
を
統
括
し
て

い
た
人
物
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
撚

。
少
目
宛
の
付
札
が
各

一
点
、
稼

へ
進
上
し
た
銅
の
総
数
を
列
記
し
た
大
型
の
集
計
簿
木
簡
も
あ
り

０
剛
掲
０
）、

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
長
門
国
の
塚
と
少
目
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『延
喜
民
部

式
』
上
で
は
長
門
国
は
中
国
で
あ
り
、
本
来
大

・
少
目
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
平
野
博
之
氏
に
よ
れ
ば
天
平
九
年

「長
門
国
正
税
帳
」
３
大
日
本
古
文

圭
屋

二
十
一≡
し

に

「少
目
」
の
文
字
が
確
認
で
き
、
こ
の
時
期
に
少
目
が
存

在
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
銅
が
、
官
司
と
し
て
の
国
府
に
送
付
さ
れ
た
も
の
か
、

橡

・
少
目
個
人
に
充
て
ら
れ
た
も
の
か
は
判
断
が
難
し
い
。
木
簡
①
に
記
さ
れ

た

「朝
庭
不
申
銅
」
は

「朝
庭
に
銅
を
申
さ
ず
」
も
し
く
は

「朝
庭
に
申
さ
ざ

る
銅
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

「朝
庭
」
の
用
法
は

『続
日
本

紀
』
や

「正
倉
院
文
書
」
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
国
家
な
い
し

は

「官
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
も
し
国
家

的
要
請
に
よ
る
銅
の
進
上
な
ら
ば
、
嫁
や
少
目
な
ど
個
々
の
国
司
を
宛
先
に
す

る
こ
と
は
な
く
、
長
門
国
、
も
し
く
は
次
に
示
す
付
札
の
よ
う
に
鋳
銭
司
な
ど

の
具
体
的
官
司
名
を
明
記
す
る
の
で
は
な
い
か
。

一四
　
「
＜
一
一ｎ
茄
泄
抜
司
虹
呂
幽
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｆ
じ
六
溌
▼
伽　
ｏ∞ｏ
［長
登
三
人
五
〕

そ
う
す
る
と
集
計
簿
に
み
え
る
銅
は
、
抜
個
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
嫁
と
し
て
の
職
務
の
対
価
で
あ
っ
た
か
、
個
人
的
な
入
用
で
あ
っ



た
か
は
こ
の
木
簡
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
進
上
さ
れ
た

銅
の
量
が

一
ト
ン
を
超
え
る
膨
大
な
量
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
団
豆前
門
司
」
宛
の
付
札

一
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。
豊
前
門
司
は

瀬
戸
内
海
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
廷
暦

一
五
年

（七
九
工０

以
前
に
は
西
海
道

諸
国
の
津
か
ら
出
航
す
る
船
は
豊
前
門
司
で
の
検
察
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い

う
。
人
木
氏
は
豊
前
門
司
を
通
じ
て
、
豊
前
国
府
や
大
学
府
に
も
銅
が
流
通
し

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
宛
所
が
個
人
名
な
ど
具
体
的
な
宛

先
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
豊
前
門
司
に
限
つ
て
仲
介
官
司
、
な
い
し
は
経

由
地
を
示
す
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
の
二
次
的
な
流
通
を
意
図
し
て

述
べ
ら
れ
た
見
解
だ
と
思
う
が
、
こ
の
場
合
は
豊
前
門
司
そ
の
も
の
が
、
銅
の

送
付
先
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宛
名
が
個
人
名

「家
原
殿
」
「□
笠
殿
」
「靭
マ
」
な
ど
の
場
合
も
、
こ
れ
ら

の
銅
が
支
給
さ
れ
た
も
の
か
、
宛
名
の
人
物
が
私
的
に
長
登
銅
山
か
ら
購
入
し

た
も
の
か
、
い
ず
れ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

明

。
「
＜
家
原
殿
廿
四
斤
枚

一　
」

。
「
＜
額
田
部
龍
万
呂
四
月
功

上
□
　
　
」
　

　

　

　

　

μ卜的
誤
ヽ

寓
Ю
冨
登
一
人
巴

「家
原
殿
」
を
宛
先
と
す
る
木
簡
は
六
点
出
上
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
誰

を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。
夫
左
大
臣
多
治
比
嶋
の
死
後
、
貞
節
に
よ
り
連
姓

と
封
戸
を
賜
っ
た
家
原
音
那
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
説
も
あ
（誕
。
製
作
者
と
し

て
は
他
に

「靭
部
」
「大
田
部
」
な
ど
が
み
ら
れ
、
「額
田
部
」
は
長
登
木
簡
に

多
く
見
え
る
姓
で
、
銅
駄
馬
を
列
記
し
た
歴
名
木
簡
に
も
複
数
の
額
田
部
姓
の

工
人
が
記
さ
れ
て
い
る

［長
登
三
三
八
］
。
ま
た

「周
防
国
正
税
帳
」
に
天
平

一

〇
年

（と
一天
）

一
〇
月
耽
羅
嶋
人
の
部
領
使
と
し
て
上
京
の
途
中
、
周
防
国

を
通
過
し
た
長
門
国
豊
浦
郡
擬
大
領
正
人
位
下
額
田
部
直
廣
麻
呂
が
み
え
て
お

り
、
長
門
国
に
分
布
す
る
姓
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

∞

。
「
＜
節
度
使
判
官
犬
甘
汁
斤
枚

一
」

。
「
＜
額

田
部

□

□

□

四
月

功

　

　

」
　

　

　

　

岸怒

解
も

寓
］
夏

全

５

こ

七
道
の
節
度
使
は
天
平
四
年

（七
三
一
し
入
月
に
任
命
さ
れ

（『続
日
本
紀
』

天
平
四
年
八
月
丁
亥
条
）、
「出
雲
国
計
会
帳
」
３
大
日
本
古
文
書
』

一
十
五
人
九
）

で
は
天
平
六
年
五
月
に

「節
度
使
下
山
陰
道
状
」
と
み
え
る
。
山
陰
道
長
官
は

従
三
位
多
治
比
縣
守
で
あ
り
、
判
官

（定
員
四
）
の

一
人
に
外
従
五
位
下
巨
曽

倍
津
嶋
が
い
た

（『続
日
本
紀
』
天
平
四
年
八
月
丁
酉
条
）。
「犬
甘
」
は
不
詳
だ
が
、

「縣
犬
養
」
「犬
養
」
「若
犬
養
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
天
平
九
年
に
従

六
位
下
出
雲
嫁
と
み
え
る
縣
犬
養
宿
爾
黒
麻
呂
で
あ
ろ
う
か

（『大
日
本
古
文

書
』
二
十
六
こ
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
長
登
で
採
掘
さ
れ
冶
錬
さ
れ
た
銅
は
国
か
ら
支

給
さ
れ
る
も
の
、
私
的
に
入
手
し
た
も
の
、
そ
の
供
給
過
程
と
し
て
い
ず
れ
の

選
択
肢
も
想
定
で
き
る
が
、
現
時
点
で
出
土
し
た
木
簡
で
は
両
者
の
分
別
を
つ

け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
地
域
が
ご
く
限
定
さ
れ
る
特
殊
な

産
物
で
は
あ
る
が
、
古
代
の
官
営
採
銅
所
に
お
い
て
官
採
さ
れ
た
銅
に
も
拘
わ
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ら
ず
、
官
司
だ
け
で
な
く
個
人
宛
に
提
供
さ
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

３
　
古
代
に
お
け
る
銅
の
流
通

銅
の
中
央
進
上
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

「丹
裏
文
書
」
に
長
門
国
か
ら
造
東

大
寺
司
へ
の
輸
送
の
記
録
が
残

っ
て
お
り
、　
一
括
し
て
船
で
逗
ば
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
銅
は
国
か
ら
支
給
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
東
大
寺
が

需
要
に
応
じ
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
天
平
勝
宝
元
年

（七
四

九
）
八
月
か
ら
同
二
年
七
月
ま
で
の
上
日
帳
に
よ
る
と
、
大
仏
造
営
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
造
東
大
寺
司
の
経
師
が

「買
銅
使
」
「銅
使
」
「使
銅
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
み
え
る
。

大
伴
連
衰
麻
呂

人
月
不
九
月
不
十
月
買
銅
使
十

一
月
如
対

（後
略
）

翁
大
日
本
古
文
書
』
「経
師
上
日
帳
」
三
十
二
人
九
）

上
毛
野
公
伊
加
万
呂

人
月
銅
使

九
月
不

十
月
使
銅
３
大
日
本
古
文
書
』
「経
師
上
日
帳
」
三
十
二
九
五
）

人
月
は
上
毛
野
公
伊
加
万
呂
が
銅
使
、　
一
〇
月
は
大
伴
衰
麻
呂
が
買
銅
使
、

伊
加
万
呂
が
使
銅
と
そ
れ
ぞ
れ
み
え
、
「買
銅
使
」
と
は
銅
の
購
入
に
関
わ
る

使
者
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
使
者
の
派
遣
先
は
不
明
だ
が
、
長
登
の

銅
が
長
門
国
を
経
由
し
て
船
で
運
上
さ
れ
た
時
期
と
も
重
な
り
、
こ
の
輸
送
に

付
き
従
っ
た
使
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
長
登
木
簡
の
同
時
期
の
史
料
と
し
て
、
天
平
六
年

（七
一一一四
）
の
興

福
寺
西
金
堂
の
造
宮

。
造
仏
関
連
帳
簿
と
さ
れ
（誕

「造
仏
所
作
物
帳
」
で
は
、

必
要
な
銅
の
用
途
と
重
量
を
列
記
す
る
と
と
も
に
、
銅
の
購
入
量
と
そ
の
直
に

つ
い
て
記
す
。
星
妃
露
四封鞘
離
評
摘
稗
脚碑オ置
一―丞
○

こ
の
よ
う
に
天
平
年
間
頃
に
は
、
銅
の
購
入
が
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
銅
に
よ
っ
て
価
格
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
銅
の

「上
束
」

「中
束
」
な
ど
の
品
質
差
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

長
門
国
か
ら
銅
を
購
入
し
た
明
ら
か
な
例
と
し
て
造
法
華
寺
司
が
あ
げ
ら
れ

′
つ

。

（前
略
）

調
布
三
百
汁
二
端
　
（以
下
、
入
手
の
内
訳
）

「
一　一」

用

一
百
端
九
十
七
端
　
（以
下
、
用
途
の
内
訳
）

「
二
」

ヽ
ミ
く

残
汁
五
端

「
一　一」

五
端

（中
略
）
並
在
二院
檜
皮
葺
正
蔵
一、

汁
端
銅
買
価
、
遣
二長
門
・未
γ来

（後
略
）

３
大
日
本
古
文
書
』
「雑
物
請
用
帳
」
四
十
四
六
八
―
四
七

一
、

二
五
十
三
一
六
―
一
九
再
収
）

天
平
宝
字
四
年

（七
六
〇
）
―
五
年
頃
、
所
有
し
て
い
た
調
布
の
残
部
三
二

端
の
う
ち
三
〇
端
を
銅
買
価
と
し
て
長
門
国
に
遣
わ
し
た
が
未
だ
銅
は
到
来
し

て
い
な
い
と
い
う
。
布
を
銅
の
代
価
と
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
都

所
在
の
東
大
寺
や
造
法
華
寺
司
な
ど
が
長
門
国
を
経
由
し
て
銅
を
購
入
し
て
い

た
。



中
央
の
貴
族
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
長
登
木
簡
に
太
政
大
殿
宛
の
銅
付

札
が
あ
り
、
こ
の
大
政
大
殿
は
故
藤
原
不
比
等
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

鰯
　
「
＜
太
政
大
殿
□
□
首
大
万
呂
　
上
□

五
十
三
斤
枚
二
　
　
」
　
　
ＰＲ

遮
∞
寓
］
冥
登
里
ハ△

佐
藤
信
氏
は
次
の
東
大
寺
で
出
土
し
た
木
簡
と
井
せ
て
考
察
し
、
「太
政
大

殿
」
つ
ま
り
不
比
等
宛
て
の
銅
が
、
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
を
経
由
し
て
、
東
大

寺
に
送
ら
れ
た
と
す
純
。

Ｔ
「巽
雲
酌
融

宮と時
討訴
』

名
『
　

　

□
□
　
　
　
　
　
口
回

雲

□

□

嶋

国

人
臥

　　　　　（Ю
Ｐ∞
）
∞
］
］

ｏ
Ｐ
Ｏ
［防
災

一
七
エハ
一
一〕

長
屋
王
家
木
簡
か
ら
、
貴
族
邸
で
は
鋳
所
を
設
け
、
銅
製
品
を
製
作
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
（制
か
ら
、
不
比
等
邸

（光
明
子
が
伝
領

・
管
理
し
て
い
た
か
）

に
も
鋳
銅
の
付
属
施
設
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
光
明
子
か
ら
東
大
寺
に
銅

が
進
上
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
長
登
銅
山
で
太
政
大
殿
宛
に
送
ら
れ
た
銅
と
の
関

係
も
推
測
さ
れ
よ
う
。
東
大
寺
大
仏
建
立
の
原
料
と
な
る
銅
を
光
明
子
だ
け
で

な
く
、
他
の
貴
族
が
貢
納
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
、
「家
原
殿
」

や

「□
笠
殿
」
が
都
の
貴
族
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
も
そ
の
候
補
者
と
な
り
う
る
。

長
登
採
銅
所
で
製
錬
さ
れ
た
銅
は
、
基
本
的
に
は
国
家
に
収
納
さ
れ
る
も
の

と
み
ら
れ
る
が
、
造
寺
司
、
有
力
貴
族
の
需
要
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
銅
が
採
銅
所
の
存
在
す
る
長
門
国
と
直
接
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
あ
つ

た
。
先
述
し
た
よ
う
に
採
銅
所
で
宛
先
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
諸
処

か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
銅
製
錬
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
に
到
る
。
つ

ま
り
、
採
銅
所
で
の
採
掘
お
よ
び
製
錬
量
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
計
画
的
に

作
業
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
受
注
生
産
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
取
ら

れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
し
て
都
に
輸
送
さ
れ
る
際
に
銅
に
付
け
ら
れ
て
い
た
木
簡
こ
そ
が
、
長
登

で
出
土
し
た
銅
付
札
Ａ
、
お
よ
び
東
大
寺
で
出
土
し
た
銅
付
札
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
一　
銅
付
札
Ｂ
と
二
人

の
労
働
評
価

で
は
、
送
付
さ
れ
る
こ
と
な
く
採
銅
所
で
廃
棄
さ
れ
た
銅
付
札
Ｂ
は
、
い
つ
、

何
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
銅
付
札
は

送
付
先
お
よ
び
技
術
者
の
成
果
管
理
の
た
め
に
改
め
て
作
成
さ
れ
、
付
さ
れ
た

札
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

銅
付
札
Ｂ
は
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
お
よ
び
形
状
を
も
ち
、
厚
み
も
六
１
人
ミ

リ
と
通
常
の
本
簡
よ
り
も
厚
い
、
か
な
り
頑
丈
で
定
形
化
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
。

文
字
も
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
木
簡
が
採
銅
所
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

各
面
の
使
用
目
的
と
し
て
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

第

一
の
目
的
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
冒
頭
に
宛
先
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
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ら
、
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
を
宛
先
別
に
分
類
す
る
こ
と
で
あ
る
。
採
銅
所
で
外
さ
れ

た
後
、
複
数
の
記
録
作
成
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
Ｃ
の
大
型
の

歴
名
木
簡
が
そ
の
集
計
帳
簿
に
該
当
す
る
。

第
二
の
目
的
は
、
各
工
人
の

「功
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
出

来
高
の
管
理
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
長
登
採
銅
所
で
働

く
工
人
の
功
に
対
し
て
の
対
価
は
不
明
で
あ
る
。
銅
山
で
働
く
鋳
工
や
そ
の
他

の
技
術
者
が
ど
こ
か
ら
差
発
さ
れ
た
か
、
ま
た
そ
の
身
分
に
よ
っ
て
内
容
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

一
般
に

「功
」
と
は
雇
用
労
働
力
な
ど
に
対
応
す
る
語
だ
が
、
労
働
成
果
に

対
し
て
功
銭
や
功
食
な
ど
の

「功
直
」
が
支
払
わ
れ
た

（給
付
）
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
銅
付
札
Ｂ
の

「功
」
は
、
製
銅
の
成
果
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

「○
月
功
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「銅
○
斤
」
、
「枚
○
」
が
二
人
の
功
と
し
て

月
単
位
で
集
計
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
曇
石
田
の
よ
う
に

「功
外
」
の
記

載
も
あ
り
、
全
て
の
製
銅
が
功
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑬

。
「
＜
汁
七
斤
枚

一　
」

。
「
＜
安

曇

石

田

功

外

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
駕

誂

５

畠
］

夏

登
八
邑

長
屋
王
家
木
簡
で
も

「功
」
に
関
す
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

⑩

。
「
ｏ
移
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

□
月
日
□

扶
　
　
従
廣
足
　
　
　
　
　
　
　
」

鶯
卜
六
淫
▼
∞
　
ｏ
〓

［平
城
京
１
十

一
六
〇
］

①
Ｌ
払
酔
足
功

。
「
長

一
文

三

尺

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｆ

じ

（
］
ｏ
）
卜

ｏ
解

［平

必

爪
１
十

四
エ
ハ
巴

造
東
大
寺
司
で
は
、
木
工

・
鉄
工
の
功
が
毎
月
の
告
朔
で
報
告
さ
れ
て
お
り

令
造
東
大
寺
司
告
朔
解
」
『大
日
本
古
文
書
』
五
十

一
人
八
―
二
〇
一
な
ど
）、
ま
た

「画
師
行
事
功
銭
注
進
文
」
奪
大
日
本
古
文
書
』
四
十
一
一一ハ
四
生

一七
一
し

で
は
彩

色
画
師
ら
の
彩
色
枚
数
と
対
応
す
る
功
銭
の
文
数
が
申
上
さ
れ
て
い
る
。
櫛
木

謙
周
氏
に
よ
る
と
、
食
料
が
人
に
対
応
す
る
の
に
対
し
、
功
直
は
仕
事
や
技
量

に
対
応
す
る
と
い
う
。
「上
」
「中
」
「上
東
」
と
記
載
さ
れ
た
の
は
、
製
銅
の

質
も

「功
」
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

銅
付
札
Ｂ
は

「正
倉
院
文
書
」
の
諸
例
と
同
様
に
、
鋳
工
の
勤
務
成
績
管
理

に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
採
銅
所
に
お
け
る
採
掘
量
、
生
産
量
、
輸
送
先
、

二
人
の
勤
務

・
功
直
な
ど
は
、
長
門
国
に
よ
つ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
全
て

の
処
理
が
長
門
国
府
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
美
祢
郡
家
、
採
銅
所

（政
所
と
称
し
た（腿
）
に
お
い
て
、
実
質
的
な
指
導
や
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
銅
付
札
は
、　
一
つ
で
必
要
な
情
報
を
網
羅
し
て
お
り
、
ほ

ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
に
成
形
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
簡
そ
の
も
の
の
扱
い
も
簡
便
な

も
の
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
山
地
に
所
在
す
る
官
営
工
房
で
使
用
す
る
の
に
適

し
た
木
簡
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
銅
の
輸
送
に
あ
た
つ
て
は
、
各
宛
先
に
送
付
し
た
と
い
う

「記

録
」
が
国
府
に
申
上
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
木
簡
自
体
は

採
銅
所
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
登
で
出
土
し
た
も
の
と
異
な
る
木



簡
や
、
も
し
く
は

「紙
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
帳
簿
が
、
国

・
郡
へ
送
ら
れ
た
こ

と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
工
人
の

「功
」
の
評
価
を
示
す
帳
簿

木
簡
が
み
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
工
人
の
成
績
の
帳
簿
に
関
し
て
は

「紙
」
の
使
用
の
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
採
銅
所
で
働
く
工
人
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
り
、
重
要
な

問
題
を
提
起
す
る

「調
銅
」
お
よ
び

「未
選
」
記
載
の
木
簡
に
つ
い
て
言
及
し

て
お
き
た
い
。

⑫

。
「
＜
調
銅
八
十
五
斤
枚
三
」

名

＜
未

選

　

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

　

牌
】

］
コ
ヽ

儲
］

冨

全

一毛

邑

⑪

　

「
＜
調

銅

百

七

斤

枚

三

」
　

　

　

　

　

　

　

　

牌
翼

出

も

寓
的

冨

登
五
五
土

神
護
景
雲
二
年

（七
六
人
）
に
長
門
国
豊
浦

・
厚
狭
郡
な
ど
か
ら
の
調
銅
が

停
止
さ
れ
る
ま
で
、
調
と
し
て
銅
を
貢
進
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
木
簡
に
よ
っ
て
天
平
年
間
前
半
に
お
け
る
、
調
銅
貢
進
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。　
一
人
あ
た
り
の
調
銅
貢
進
量
の
規
定
は
な
い
が
、
同
じ
鉱
物
で
あ

る
鉄
の
場
合
は
十
斤
で
あ
（誕
か
ら
、
こ
の
付
札
の
銅
量
八
五
斤
、
百
七
斤
が
そ

の
ま
ま

一
人
ず
つ
の
貢
進
量
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
付
札
は
、
複

数
の
未
選
身
分
の
調
銅
を
合
わ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
例
え
ば
調
鍬
や
調
鉄
の

場
合
、
正
丁

一
人
の
負
担
額
で
は
な
く
、
便
宜
上
の
個
数
ご
と
に
ま
と
め
て
貢

（
５４
）

進
さ
れ
て
い
た
。

⑫
木
簡
か
ら
、
長
登
採
銅
所
に
は

「未
選
」
身
分
の
人
々
が
存
在
し
、
技
術

者
の
中
に
は
造
東
大
寺
司
や
造
石
山
寺
所
の
よ
う
に
、
勘
籍
を
受
け
る
者
が
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
」
純
。
し
か
し
ヽ
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
長
登

採
銅
所
に

「未
選
」
官
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
な
い
点
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。
参
考
と
し
て
次
の
銅
付
札
を
あ
げ
る
。

①

。
「
＜
官
布
直
九
十
二
斤
枚

一
」

。
「
＜
膳
大
伴
廣
玉
女
　
上
回
」
　
　
　
　
　
　
Ｐ８

解
ふ

寓
］
冨
全
三
死
〕

「官
布
」
の
直
と
し
て

「銅
九
十
二
斤
」
が
記
載
さ
れ
て
」
純
。
女
性
で
あ

る
廣
玉
女
に
は
調
庸
布
の
納
付
の
必
要
は
な
い
か
ら
、
採
銅
所
な
い
し
は
上
部

の
官
司
が
購
入
す
る
官
布
の
直
と
し
て
製
錬
さ
せ
た
銅
で
あ
り
、
そ
の
銅
の
製

錬
担
当
者
が
、
た
ま
た
ま
廣
玉
女
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
鋳
工
者
と
宛
先
に
は
そ
の
銅
の
製
錬
を
担
当
し
た
と
い
う
事
実
以
外
の
相

互
関
連
が
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
銅
付
札
の
宛
先
と
製
作
者
に
相
互
関
連
性
が
な
い
可
能
性
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
未
選
身
分
の
工
人
が
自
分
自
身
の
調
銅
を
、
自
ら
製
錬
し
た
も
の

で
は
な
く
、
採
銅
所
、
あ
る
い
は
長
門
国
が
必
要
と
し
た
調
銅
量
を
、
採
銅
所

に
依
頼
し
て
製
錬
さ
せ
た
と
い
う
理
解
が
成
立
つ
。
調
鍬
、
調
鉄
や
布
が
、
郡

郷
里
を
単
位
に
官
営
工
房
で
ま
と
め
て
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
傍
証
と
な
ろ

うゝ／。勿
論
、
採
銅
所
で
の
未
選
身
分
の
者
の
存
否
を
直
接
示
す
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
判
断
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
は
未
選
工
人
が
存
在

し
た
蓋
然
性
も
高
い
と
思
う
。
そ
こ
で
仮
に
未
選
身
分
の
者
が
長
登
採
銅
所
に

存
在
し
た
と
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。



「未
選
」
の
文
字
は
地
方
出
上
の
初
例
で
あ
り
、
年
代
的
に
も

「正
倉
院
文

書
」
の
初
見
天
平

一
〇
年

答七
三
人
）
を
遡
る
も
の
で
あ
る

（『大
日
本
古
文
書
』

七
十

一
仝
一Ｔ
四
）。
造
東
大
寺
司
や
写
経
所
に
お
い
て

「未
選
」
と
呼
ば
れ
る

人
々
が
写
経
生
や
画
師
、
雑
任
ク
ラ
ス
の
身
分
で
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
周
知

で
あ
り
、
野
村
忠
夫
氏
は

「未
選
」
と
は
国
家
的
造
営

・
写
経
事
業
の
拡
大
に

伴
い
広
く
民
間
か
ら
集
め
ら
れ
た
技
術
者
な
ど
で
あ
り
、
考
選
対
象
と
は
な
ら

な
い
人
々
と
規
定
す
る
。
長
登
採
銅
所
に
お
け
る
労
働
者
に
は
仕
丁
、
所
丁
ら

が
確
認
で
き
、
「額
田
部
」
「美
祢
」
「凡
海
マ
」
な
ど
長
門
周
辺
地
域
か
ら
徴

集
さ
れ
た
と
推
定
し
う
る
氏
名
の
人
々
が
多
く
み
え
る
。　
一
方

「未
選
」
官
人

に
は
本
司
を
持
つ
者
も
お
り
、
採
銅
所
若
し
く
は
国
郡
衛
が
技
術
者
と
し
て
採

用
し
た
人
物
で
あ
り
、
在
地
徴
集
者
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

『日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年

（人
△
こ
　
一
〇
月
二
日
幸
酉
条
で
は

「制
。

長
門
国
採
銅
所
雑
色
四
人
預
二於
勘
籍
ど

と
長
門
国
採
銅
所
の
雑
色
四
人
が
勘

籍
に
預
か
っ
て
お
り
、
『延
喜
式
部
式
』
上
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
。
ま
た

『日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年

（八
八
五
と

二
月

一
〇
日
乙
丑
条
の
太
政
官
処

分
に

「破
銅
手
」
「堀
穴
手
」
な
ど
の
技
術
専
門
者
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
専

門
的
技
能
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る

「未
選
」
の
人
物
は
将
来
的
に
勘
籍
に
預

か
り
位
階
を
有
す
る
官
人
と
成
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
長
登
で
働
く
工
人
達
に
は
い
く
つ
か
の
階
層
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
彼
ら
の
労
働
状
況
が
、
銅
の
集
計
段
階
に
お
い
て
重
量
や
枚
数
と
と
も

に
把
握
さ
れ
、
付
札
形
式
の
木
簡
で
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
政
所
と

称
す
る
採
銅
所
に
お
い
て
、
彼
ら
の
功
の
処
理
の
一
部
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
貞
観
五
年
の
勘
籍
制
度
が
入
世
紀
ま
で
遡
る
か
は
判
然
と
し

な
い
が
、
採
銅
所
で
働
く
工
人
な
ど
に
官
途
が
開
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
中

央

・
地
方
を
聞
わ
ず
古
代
官
営
工
房
に
お
け
る
工
人
の
一雇
用
を
考
え
る
上
で
、

改
め
て
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

お

わ

り

に

長
登
銅
山
跡
木
簡
の
銅
関
連
木
簡
の
機
能
に
つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
、
次

の
よ
う
に
各
木
簡
を
定
義
付
け
て
お
き
た
い
。

Ａ
　
個
々
の
銅
に
基
本
情
報
を
付
加
す
る
も
の
　
　
　
　
　
（銅
付
札
Ａ
）

Ｂ
　
個
々
の
銅
に
複
数
の
情
報
を
付
加
す
る
も
の
　
　
　
　
（銅
付
札
Ｂ
）

Ｃ
　
銅
の
宛
先
別
の
出
来
高
を
記
録
す
る
も
の
（宛
先
別
出
来
高
集
計
簿
木
簡
）

Ｄ
　
製
作
者
ご
と
の
生
産
を
管
理

・
記
録
す
る
も
の

（個
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡
）

Ｅ
　
複
数
の
製
作
者
の
生
産
を
管
理

・
記
録
す
る
も
の

（複
数
の
工
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡
）

Ｆ
　
件
数
の
多
い
情
報
の
記
録
、
も
し
く
Ｃ
ｔ
Ｅ
の
た
め
の
下
書
き

（横
材
帳
峰
木
簡
）

こ
れ
ら
の
木
簡
は
図
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
製
錬
直
後
の
銅
に
付
札
Ａ

長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論
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が
、
保
管
集
積
過
程
で
付
札
Ｂ
が
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
Ｂ
を
も
と
に
Ｃ
Ｉ

Ｆ
の
木
簡
が
作
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
木
簡
は
単
体
で
利
用
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
複
数
の
形
態
の
木
簡
が
有
機
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
う
ち
銅
付
札
Ａ
は
、
そ
の
多
く
が
製
錬
さ
れ
た
銅
と
と
も
に
消
費
地
に

移
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
登
で
出
土
し
た
製
銅
関
連
木
簡
は
、
原
則
と

し
て

「移
動
し
な
か
っ
た
木
簡
」
で
あ
る
。
通
常
、
調
庸
や
貢
進
物
に
付
け
ら

れ

「移
動
し
て
い
っ
た
木
簡
」
を
、
国
郡
衛
や
そ
の
他
官
営
施
設
な
ど
の
生
産

地
側
で
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
銅
付
札
Ａ
は
ま
さ
し
く
銅
と

と
も
に
生
産
地
で
あ
る
採
銅
所
か
ら

「移
動
し
た
木
簡
」
の
残
存
例
と
し
て
検

出
で
き
る
。
そ
し
て
東
大
寺
で
出
土
し
た
銅
付
札
も
、
こ
の
銅
付
札
Ａ
と
の
類

同
性
か
ら
生
産
地

（長
登
）
で
付
け
ら
れ
た
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
最
も
出
土
例
の
多
い
銅
付
札
Ｂ
は
、
銅
と
と
も
に
消
費
地
に
進
上
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
付
け
ら
れ
た
当
初
か
ら
採
銅
所
で
外
す
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
、
「移
動
し
な
い
木
簡
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
産
作
業
の
過
程
に
お
い

て
の
使
用
が
、
こ
の
木
簡
の
主
要
な
用
途
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
に
狭
な
山
中

の
採
銅
所
で
の
製
錬
銅
を
管
理
す
る
上
で
、
銅
の
宛
先

・
製
錬
量

・
工
人
の
功

と
い
う
必
要
な
情
報
を
全
て
そ
な
え
た
、
非
常
に
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
二
人
の
勤
務
成
績
管
理
の
た
め
の
台
帳
と
し
て
の
役
割
を
評
価
し

て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
銅
付
札
Ｂ
に
記
さ
れ
た
宛
先
か
ら
、
長
門
国
と
都
を
結
ぶ
銅
の
流
通

過
程
も
推
測
可
能
と
な

っ
た
。
「正
倉
院
文
書
」
に
東
大
寺
な
ど
の
造
寺
司
が

長
門
国
か
ら
銅
を
購
入
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
長
登
銅
山
の
銅

が
出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
木
街
か
ら
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
採
銅
所
で
官

採
さ
れ
た
銅
が
、
東
大
寺
や
貴
族
な
ど
の
私
的
な
需
要
に
対
応
し
て
い
た
こ
と

は
、
古
代
官
営
工
房
経
営
の
新
た
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
既
に
長
登

で
銅
の
宛
先
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
同

一
の
地
域
出
身
の
鋳
工
に
よ
っ
て

同

一
の
宛
先
の
銅
が
製
錬
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
採
掘

・
製
錬
が
需
要
に
応

じ
た
計
画
生
産
で
あ

っ
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
長
登
銅
山

遺
跡
の
発
掘
や
出
土
し
た
木
簡
に
よ
つ
て
、
人
世
紀
前
半
の
国
家
の
採
銅
事
業

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
銅
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
炭
関
連
の
木
簡
や
、
工
人
に
支
給
さ

れ
た
食
料
に
つ
い
て
の
木
簡
、
そ
し
て
採
銅
所
経
営
に
直
接
関
わ
る

「符
」
木

簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
を
踏
ま
え
て
、

採
銅
所
を
含
め
た
古
代
官
営
工
房
の
経
営
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

註（１
）

長
登
銅
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
正
式
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「長
登
銅
山
跡

Ｉ
Ｉ
古
代
製
錬
銅
遺
跡
。発
掘
調
査
報
告
―
』
（山
口
県
美
東
町
教
育
委
員
会
、　
一

九
九
〇
）。
『長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』
（同
、　
一
九
九
三
）。
『長
登
銅
山
跡
Ⅲ
』
（同
、　
一

九
九
八
）。
ま
た

『長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
図
録
―
古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
�
長
登
　
木
簡
展
―
墜
（以
下

『図
録
』
と
す
る
。
美
東
町
教
育
委
員
会
、
二

〇
〇
一
）
に
は
、
木
簡
の
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
有
益
で
あ
る
。
出
土
木

簡
に
つ
い
て
は

『木
簡
研
究
』
全

〓
一、　
一
九
九

一
。　
一
四
、　
一
九
九
二
。　
一
八
、



長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論

一
九
九
六
。　
一
九
、　
一
九
九
七
。
二

一
、　
一
九
九
九
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
最
も
新
し
い
見
解
で
あ
る

『図
録
』
の
釈
文
を
使
用
し
た
が
、
適
宜

『長

登
銅
山
跡
』
な
ら
び
に

『木
簡
研
究
』
の
釈
文
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た

『図

録
』
の
み
に
掲
載
さ
れ
る
木
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
の
釈
文
の
下
に

答
＊
）
を

印
す
。
な
お
、
木
簡
の
番
号
は
長
登
木
簡
の
通
し
番
号
を
用
い
、
［長
登

一
八

二
］
な
ど
と
記
す
。

（
２
）

長
門
国
の
採
銅
に
つ
い
て
は
、
葉
賀
七
三
男

「古
代
長
門
の
銅
生
産
に
つ
い

て
」
翁
山
口
県
地
方
史
研
究
』
五
〇
、　
一
九
八
三
）
。
池
田
善
文
ａ

「古
代
長
門

国
採
銅
所
の
予
察
」
翁
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
人
、　
一
九
人
三
）
。
同
ｂ

「古

代
産
銅
地
考
」
翁
坂
詰
秀

一
先
生
退
暦
記
念
論
文
集
　
考
古
学
の
諸
相
』
坂
詰
秀

一
先
生
還
暦
記
念
会
編
、　
一
九
九
六
）
な
ど
。

（
３
）

長
門
鋳
銭
司
に
関
す
る
論
文
は
多
い
の
で
、
本
稿
で
参
照
し
た
論
考
を
あ
げ
て

お
く
。
八
木
充
ａ

「山
陽
道
の
銅
産
と
鋳
銭
司
」
（福
尾
猛
市
郎
編

『内
海
産
業

と
水
通
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
六
六
）
。
同
ｂ

「銅
と
鋳
銭
司
」

翁
新
版
古
代
の
日
本
４
中
国

・
四
国
』
角
川
書
店
、　
一
九
九
二
）。
栄
原
永
遠
男

ａ

「鋳
銭
司
の
変
遷
」
［初
出

一
九
七
七
］
。
同
ｂ

「日
本
古
代
銭
貨
の
鋳
造
組

織
」
［初
出

一
九
七
九
］
（
い
ず
れ
も

『日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九
三
）
な
ど
。
ま
た
、
銭
と
長
登
銅
山
の
銅
鉛
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
齋

藤
努

「
日
本
の
銭
貨
の
鉛
同
位
体
比
分
析
」
高
橋
照
彦

「日
本
に
お
け
る
銭
貨
生

産
と
原
料
調
達
」
（
い
ず
れ
も

『国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
六
集
、

二
〇
〇

一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）

『大
日
本
古
文
書
』
二
十

一
五
〇
―

一
。
長
門
国
鋳
銭
司
の
官
員
構
成
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
長
門
国
鋳
銭
司
判
官
従
七
位
下
薗
田
首
八
嶋

主
典
従
七
位
下
大
宅
首
佐
波

民
領
少
初
位
上
贄
土
師
連
忍
勝

少
初
位
下
　
　
高
安
主
村
三
事

長
官
は
不
明
だ
が
五
位
官
人
が
任
命
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お

『大
日
本
古
文
書
』
で
は

「正
税
帳
」
と
す
る
が
、
早
川
庄
八
氏
の
指
摘

に
従
い

「郡
稲
帳
」
と
し
た
。
早
川
庄
八

「公
癖
稲
制
度
の
成
立
」
３
日
本
古
代

の
財
政
制
度
』
名
著
刊
行
会
、
三
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
六
〇
）
。
「播
磨
国
郡
稲

帳
」
記
載
の
鋳
銭
司
に
つ
い
て
は
、
栄
原
ａ
・
ｂ
註

（
３
）
論
文
参
照
。

（
５
）

池
田
善
文
ｃ

「古
代
銅
製
錬
の
実
態
と
若
千
の
問
題
点
」
３
長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』

註

（
１
》

（
６
）

人
木
充
ｃ

「奈
良
時
代
の
銅
の
生
産
と
流
通
―
長
登
木
簡
か
ら
み
た
―
」
３
日

本
歴
史
』
六
二

一
、
二
〇
〇
〇
）。

（
７
）

『図
録
』
で
は
削
婿
を
含
め
て
三
〇
三
点
の
釈
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。
同
ｄ

「長
登
木
簡
か
ら
み
た
古
代
銅
生
産
」
翁
長
登

銅
山
跡
Ⅱ
』
註

（
１
》
。
同
ｅ

「県
史
講
演
録
　
木
簡
か
ら
古
代
を
読
む
」
翁
山

口
県
史
研
究
』
八
、
二
〇
〇
〇
）
。

（
９
）

佐
藤
信
ａ

「長
門
長
登
銅
山
と
大
仏
造
立
」
亀
出
土
史
料
の
古
代
史
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
）
。
同
ｂ

「律
令
国
家
と
銅
―
長
門
長
登
銅
山
と
大
仏
造

立
―
」
（笹
山
晴
生
編

『日
本
律
令
制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
）
。

（
１０
）

付
札
に
関
す
る
最
新
の
見
解
と
し
て

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
（木
簡
学
会
編
、

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
付
札
木
簡
に
つ
い
て

は
本
稿
で
直
接
触
れ
た
も
の
以
外
に
、
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。
舘
野
和
巳

「荷
札
木
簡
の
一
考
察
―
貢
進
物
の
保
管
形
態
を
め
ぐ
っ
て
―
」
翁
奈
良
古
代
史

論
集
』
第

一
集
、　
一
九
八
五
）
。
寺
崎
保
広

「木
簡
論
の
展
望
―
文
書
木
簡
と
荷

札
木
簡
」
翁
新
版
古
代
の
日
本
１０
古
代
資
料
研
究
の
方
法
』
角
川
書
店
、　
一
九
九

三
）
な
ど
。

（
Ｈ
）

狩
野
久

『木
簡
』
翁
日
本
の
美
術
』

一
六
〇
、
至
文
堂
、　
一
九
七
九
）
。
今
泉

隆
雄

「貢
進
物
付
札
の
諸
問
題
」
翁
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九

八
、
初
出

一
九
七
八
）
。

（
・２
）

今
泉
註

（
Ｈ
）
論
文
。
な
お
、
今
泉
氏
は
論
文
を
著
書
に
再
録
す
る
に
あ
た
り
、



郡
よ
り
下
の
郷
段
階
で
作
成
し
た
荷
札
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。

（
・３
）

東
野
治
之

「古
代
税
制
と
荷
札
木
簡
」
盆
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
八
三
、
初
出

一
九
入
○
）。

（
・４
）

渡
辺
晃
宏

「長
屋
王
家
木
簡
と
二
つ
の
家
政
機
関
」
翁
奈
良
古
代
史
論
集
』
第

二
集
、　
一
九
九

一
）。
森
公
章

「長
屋
王
家
木
簡
三
題
」
会
長
屋
王
家
木
簡
の
基

礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
九
六
）
。
勝
浦
令
子

「長
屋

王
家
の
米
支
給
関
係
木
簡
」
ｑ
木
簡
研
究
』
二

一
、　
一
九
九
九
）
な
ど
。

（
‐５
）

山
口
英
男

「帳
簿
と
木
簡
―
正
倉
院
文
書
の
帳
簿

・
継
文
と
木
簡
―
」
翁
木
簡

研
究
』
三
二
、
二
〇
〇
〇
）
。

（
・６
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
①

谷
‐７
）

な
お
、
宛
先
や
用
途
の
み
を
示
す
も
の
、
工
人
名
を
記
載
し
な
い
銅
付
札
も
複

数
存
在
す
る
。
表
１
で
は

「
そ
の
他
」
と
し
た
が
、
大
き
く
分
類
す
れ
ば
銅
の
基

本
情
報
を
記
す
も
の
と
し
て
銅
付
札
Ａ
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
‐８
）

銅
の
重
量
は
、
正
倉
院
銀
壺
の
計
量
に
よ
り
推
定
す
る
と
、　
一
斤
＝
約

一
人
○

匁

（六
七
五
ｇ
）
に
あ
た
る
と
い
う
。
中
井

一
夫

・
和
田
率

「東
大
寺
大
仏
殿
廻

廊
西
地
区
」
翁
木
簡
研
究
』

一
一
、　
一
九
八
九
）。

（
‐９
）

狩
野
註

（
且
）
書
、
舘
野
註

（
１０
）
論
文
。
造
東
大
寺
司
関
係
品
と
考
え
ら
れ

て
い
る
正
倉
院
宝
物
の
木
綿
付
札
は
物
品
名
を
記
載
す
る
が
、
銅
付
札
と
よ
く
似

た
形
態
で
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

・
「
＜
知
識
木
綿
十
斤
　
　
　
　
」

。
「
＜

勝

賓

五

年

六

月

四

日

検

定

」
　

　

　

　

　

中
誤

芭

占

ｏ
駕

冒

装

三

ノ
△

杉
本

一
樹

「正
倉
院
の
木
簡
」
３
日
本
古
代
文
書
の
研
究
墜
吉
川
砥
文
館
、
二
〇

〇

一
、
初
出

一
九
九
〇
）
。

（
２０
）

註

（
１
）
『木
簡
研
究
』

一
九
。

（
２．
）

高
島
英
之
氏
は
〇
三
二
型
式
木
簡
に
つ
い
て
、
宮
殿

・
官
衡
内
な
ど
に
お
け
る

物
品
の
整
理

・
保
管
を
目
的
と
す
る
付
札
は
、
装
着
に
も
そ
れ
ほ
ど
の
堅
固
さ
を

要
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
で
、
銅
付
札
の
特
殊
性
が
う
か
が
え
る
。
高
島

英
之

「物
品
付
札
の
形
態
―
平
城
宮

生
爪
跡
出
上
の
資
料
を
中
心
に
―
」
翁
古
代

出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
二
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
八
七
）
。

（
２２
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。
『図
録
』
解
説
。
な
お
、
「借
子
」
「廟
」
の
身
分
に

つ
い
て
は
、
ｃ
論
文
で
八
木
氏
が
言
及
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２３
）

銅
を
量
る
場
合
は
、
大
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が

（
『養
老
令
』
雑
令

２
度
地
条
）、
大
隅
亜
希
子
氏
に
よ
る
と

「正
倉
院
文
書
」
な
ど
の
実
例
か
ら
、

銅
の
計
量
の
場
合
、
大
小
い
ず
れ
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
隅
亜
希
子

「奈
良
時
代
権
衡
制
度
に
関
す
る

一
考
察
―
大
小
制
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」

会
計
量
史
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇

一
）
。
な
お
、
銅
付
札
Ｂ
に
大
小
の
区
別
が
記

さ
れ
る
例
は
見
出
せ
な
い
。

（
２４
）

「天
平
五
年
」
は
、
銅
関
連
の
木
簡
の
中
で
最
も
新
し
い
年
紀
で
あ
る
。
た
だ

し
下
部
破
損
の
た
め

「五
」
の
文
字
を
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。
な
お

「天
平
五

年
」
の
年
紀
は
庸
米
付
札
木
簡

［長
登
二
七
五
］
に
み
え
る
。

（
２５
）

当
時
の
一
月
あ
た
り
の
銅
製
錬
量
は
不
明
で
あ
る
が
、
製
錬
し
た
生
銅
を
さ
ら

に
冶
熟
す
る
場
合
の
功
数
に
つ
い
て
葉
賀
七
三
男
氏
は
、
「造
東
大
寺
司
告
朔

解
」
で
報
告
さ
れ
た
天
平
宝
字
六
年

（七
六
二
）
二
月
中
の
作
物

・
雑
工
散
役
と

し
て

「冶
熟
生
銅
九
千
五
百
斤
　
功
九
百
十
人
」
ｑ
大
日
本
古
文
書
』
五
十

三

一

五
）
、
同
三
月
中
に

「冶
熟
生
銅

一
千
五
百
六
十
斤
洗
釦

一
千
三
百
斤
　
功
三
百

十
八
人
」
翁
同
』
五
十

一
人
九
）
と
あ
り
、
冶
熟
の
一
功
は
そ
れ
ぞ
れ

一
〇

・
三

斤

谷葉
賀
氏
は

一
〇

・
四
と
す
る
）
、　
〓

一
・
一
斤
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
単
純

に
計
算
す
る
と
、　
一
人
あ
た
り

一
カ
月
で
約
三
百
斤
強
の
冶
熟
が
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
原
料
か
ら
の
製
錬
は
冶
熟
よ
り
低
量
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、

お
お
よ
そ
の
一
カ
月
の
製
錬
量
の
限
度
が
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
葉
賀
七

三
男

「生
銅
」
３
日
本
鉱
業
会
誌
』

一
〇
三
二
、　
一
九
七
九
）
。

（
２６
）

渡
辺

。
森
註

（
１４
）
論
文
。

（
２７
）

界
線
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
上
下
を
割
載
し
て
物
差
に
再
利
用
し
た
も
の
と
す

る
。
３
木
簡
研
究
』

一
三
）
。
但
し
界
線
の
幅
は
必
ず
し
も
均

一
で
は
な
く
、
使



長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論

用
目
的
に
合
わ
せ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２８
）

森
註

（
１４
）
論
文
。

（
２９
）

山
口
英
男
ｂ

「記
録
関
係
木
簡
」
（註

（
１０
）
『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
解
説
）
。

（
３０
）

銅
の
現
物
は
生
産
現
場
か
ら
直
接
輸
送
さ
れ
た
と
み
る
ほ
う
が
合
理
的
だ
が
、

少
な
く
と
も
書
類
上
で
は
、
所
管
の
郡
な
ら
び
に
国
府
を
経
由
し
て
各
宛
先
に
納

入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
３．
）

東
大
寺
出
土
銅
付
札
に
つ
い
て
は
正
式
報
告
書

『東
大
寺
防
災
施
設
工
事

。
発

掘
調
査
報
告
書
　
発
掘
調
査
篇
』
（以
下

『防
災
』
と
略
。
奈
良
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。
な
お
、
木
簡
の
番
号
は
こ
の
報
告
書
の
春
号
に
準
拠
し

［防
災

一
七
二
五
］
と
表
す
。

（
３２
）

中
井

一
夫

・
和
田
率

「東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
」
（註

（
１８
》
ｏ

（
３３
）

『防
災
』
八
―
九
頁
。
平
松
良
雄

・
鶴
見
泰
寿

「東
大
寺
」
翁
木
簡
研
究
』
二

四
、
二
〇
〇
二
）
。
な
お

「製
錬
」
と

「精
錬
」
の
語
は
、
前
者
が
原
材
料
か
ら

銅
を
取
り
出
す
過
程
を
指
し
、
後
者
は

「製
錬
」
済
み
の
銅
を
、
更
に
純
度
の
高

い
銅
に
す
る
た
め
の
作
業
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
、
東
大
寺
の
鋳
所
は

「精
錬
」

を
行
な
う
施
設
で
あ
る
。

（
３４
）

註

（
１８
）
『木
簡
研
究
』

一
一
。

（
３５
）

『防
災
』
四
〇

一
買
。

（
３６
）

爾
永
貞
三

「古
代
史
料
論
―
木
簡
」
亀
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
五
、
岩
波
書

店
、　
一
九
七
六
）
。
東
野
註

（
１３
）
論
文
。

（
３７
）

中
西
康
裕

「交
易
雑
物
に
つ
い
て
」
翁
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
〇

一
、　
一
九
人
三
）
。

（
３８
）

山
口
英
男
氏
は
、
配
布
先
を
示
す
こ
と
が
木
簡
作
成
の
一
次
的
な
目
的
で
は
な

い
こ
と
、
最
終
的
に
製
銅
地

（長
登
）
に
残
さ
れ
配
布
先
に
送
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
「配
分
宛
先
木
簡
」
と
い
う
呼
称
は
木
街
の
性
格
を
示
す
上
で

適
切
で
は
な
い
と
す
る
。
山
口
ｂ
註

（
２９
）
解
説
。

（
３９
）平
野
氏
は
少
目
の
増
員
を
養
老
五
年

（七
二

一
）
の
長
門
按
察
使
設
置
を
契
機
と

考
え
る
。
平
野
博
之

「長
門
国
の
等
級
に
つ
い
て
」
翁
九
州
史
学
』
七
四
、　
一
九

人
一
じ
。
な
お
山
田
英
雄
氏
は
、
天
平
宝
字
五
年

（七
六

一
）
と
み
ら
れ
る

「官

人
歴
名
」
３
大
日
本
古
文
書
』
十
五
十

三
≡

し

に
少
目
が
み
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
に
上
国
或
い
は
大
国
に
昇
格
し
た
と
す
る
。
山
田
英
雄

「国
の
等

級
に
つ
い
て
―
延
喜
式
ま
で
―
」
翁
日
本
古
代
史
孜
』
岩
波
書
店
、　
一
九
八
七
、

初
出

一
九
六
〇
）
。

（
４０
）

『木
簡
研
究
』

一
九
で
は

「吉
俣
郷
」
と
す
る
が
、
『図
録
』
で
は

「
二
□

〔俣

力
〕」
と
す
る
。
写
真
で
は
、
最
初
の
文
字
の
横
棒
二
本
線
は
確
認
で
き
る
も
の

の
、
い
ず
れ
の
字
か
は
判
断
で
き
か
ね
る
。
軍
口俣
郷
」
は
不
詳
だ
が

「き
つ
ま

た
」
や

「か
つ
ま
た
」
と
読
め
る
と
す
れ
ば
、
『和
名
類
衆
抄
』
周
防
国
佐
波
郡

に

「勝
間
　
加
都
高

（か
つ
ま
こ

と
あ
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
。
勝
間
は
周

防
国
府
所
在
地

（現
防
府
市
の
中
央
部
）
に
あ
た
る
。
木
簡
記
載
の

「銭
司
」
か

ら
、
銭
の
製
作
場
所
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
周
防

国
鋳
銭
司
と
は
場
所
が
異
な
る
。
長
門
鋳
銭
司
は
現
下
関
市
長
府
に
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
当
該
す
る

「銭
司
」
が
長
門
鋳
銭
司
で
は
な
く
、
他
に
存
在
し
て
い
た

可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
『和
名
抄
』
に
は
長
門
国
美
祢
郡
賀
高
郷
が
み
え

る
。
「
二
俣
郷
」
も
不
詳
だ
が
、
周
防
国
都
濃
郡

（現
周
南
市
大
向
）
の
式
内
社

に

「
二
俣
神
社
」
が
見
え
る
。
ま
た
現
在
の
地
名
と
し
て
、
宇
部
市
二
俣
瀬

（
ふ

た
ま
た
せ
。
長
門
国
厚
狭
郡
域
）
が
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
遡
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

『和
名
抄
』
の
厚
狭
郡
二
庭

（布
多
井
）
、
大
津
郡
二
鹿
と
関
連
す
る
か
。

（
４‐
）

『類
衆
三
代
格
』
巻
十
六
、
延
暦

一
五
年

一
一
月
二

一
日
太
政
官
符
。
松
原
弘

宣

「水
上
交
通
の
検
察
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
３
続
日
本
紀
研
究
』
三
三
七
、
二

〇
〇
二
）
。
ま
た
、
九
世
紀
に
な
る
と
長
門
関
津
で
の
検
察
も
重
要
視
さ
れ
、
関

門
海
峡
を
通
行
す
る
場
合
長
門
と
豊
前
で
の
検
察
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。

（
４２
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。

（
４３
）

註

（
１
）
『図
録
』
解
説
。

（
４４
）

『大
日
本
古
文
書
』
二
十

三
≡
二
。
廣
麻
呂
は
天
平

一
二
年
九
月
戊
申
藤
原
広

嗣
の
乱
に
、
官
軍
の
精
兵
四
〇
人
を
率
い
て
発
渡
し
た
が
、
こ
の
時
は
豊
浦
郡
少



領
外
正
八
位
上
。
ま
た
同

一
三
年
間
三
月
乙
卯
に
外
正
八
位
上
よ
り
外
従
五
位
下

に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
い
ず
れ
も

『続
日
本
紀
も

（
４５
）

福
山
敏
男

「奈
良
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
」
３
日
本
建
築
史
の

研
究
』
綜
芸
社
、
復
刻
版
、　
一
九
八
〇
、
初
版

一
九
三
三
）
。

（
４６
）

佐
藤
ａ
・
ｂ
註

（
９
）
論
文
。

（
４７
）

例
え
ば
長
屋
王
家
木
簡
に
次
の
よ
う
な
木
簡
が
あ
る
。

。
「
ｏ
銅
造
所
□

。
「
ｏ
右

五

人

米

国

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｎ
豊

（囀
じ

恙

ｏ
留

覇

２．
１
２５
買
と

ま
た
、
平
城
京
内
に
も
製
鋼
関
連
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

都
で
ヽ
官
司
以
外
に
個
人
的
な
銅
の
需
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
鬼
頭
清
明

「古

代
都
城
の
庶
民
生
活
の
一
形
態
―
平
城
京
内
の
鋳
銅
工
人
を
め
ぐ
っ
て
―
」
３
古

代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
九
四
）
。

（
４８
）

八
世
紀
２
雇
用
状
態
や
功
直
に
つ
い
て
は
栄
原
永
遠
男
ｃ

「律
令
国
家
と
日
本

古
代
銭
貨
」
（栄
原
註

（
３
）
書
、
初
出

一
九
七
三
）
。
櫛
木
謙
周

「日
本
古
代
の

『労
働
価
値
基
準
ヒ

（
『日
本
古
代
労
働
力
編
成
の
研
究
』
塙
書
房
、　
一
九
九
六
、

初
出

一
九
八
九
）
な
ど
。

（
４９
）

『木
簡
研
究
』

一
三
、
『長
登
銅
山
跡
』
Ⅱ
で
は

「汁
七
斤
」
と
す
る
が
、
『図

録
』
で
は

「計
七
斤
」
と
す
る
。
『図
録
』
の
写
真
を
見
る
と
い
ず
れ
の
可
能
性

も
あ
る
。

（
５０
）

「日
本
古
代
に
お
け
全
雇
用
関
係
の
歴
史
的
特
質
」
（櫛
木
註

（
４８
）
書
。
初
出

一
九
八
五
）。

（
５．
）

「雪
山
政
所
」
「雪
邑
」
が
長
登
採
銅
所
の
運
営
組
織
と
み
ら
れ
、
美
祢
郡
司
か

ら

「雪
邑
」
に
充
て
て

「符
」
が
送
ら
れ
て
い
る
。
［長
登
三
九
七
、
二
一一七
］

（
５２
）

『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
三
月
乙
巳
朔
条
。
『養
老
令
』
雑
令
９
国
内
条
で

は
、
鉄
と
と
も
に
銅
の
私
採
を
公
認
し
、
生
産
物
の
調
庸
納
を
認
め
て
い
る
。

（
５３
）

『養
老
令
』
賦
役
令
１
調
絹
絶
条
。

（
５４
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡

一
解
説
』
盆

九
六
九
）。
福
田
豊
彦

「日
本
古
代
鉄
生
産
の
諸
様
相
―
中
世
製
鉄
の
前
提
と
し
て
―
」
盆
日
本
史
研

究
』
二
人
○
、　
一
九
八
五
）
。

（
５５
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。

（
５６
）

な
お
、
官
布
の
語
は
次
の
木
簡
に
も
見
え
て
い
る
。

〔
大
力
〕

・
□
伴
臣
廣
人
官
布

〔
改
力
〕

大
伴
マ
日
日
日
日
日
□
大
□
　
ｏ
」

。
□
国
人
二
月
廿
四
日
　
　
　
　
ｏ
」
　

（も

含
⇔じ
あ
？
『
９
Φ
冨
登
五
五
こ

（
５７
）

野
村
忠
夫

「官
人
の
出
身
方
式
」
（
型
官
人
制
論
』
雄
山
閣
出
版
、　
一
九
七
五
）
。

【
付
記
】
本
稿
は
学
習
院
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
改
稿
し
た
も
の
で
す
。

改
稿
に
あ
た
り
森
公
章
先
生
、
鐘
江
宏
之
先
生
に
御
教
示
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場

を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




